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的ばかい（破魔弓祭）
　１月 20日、四王子神社で的ばかいが開催されました。
　的ばかいは、約 850年前に神社を現在地に移す際に、氏子た
ちがご神体を乗せた円座をお守りにするために奪い合ったのが
起源とされています。
　この日、約 130人の締め込み姿の男衆は、雨と力水を浴びな
がら「まーと、まーと」と威勢のいい掛け声で、わらで編まれた
的を激しくばかい（奪い）合いました。
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財
政
健
全
化
へ

　
　

 

待
っ
た
な
し
!!

地
方
財
政
健
全
化
法
が
制
定

　

平
成
19
年
６
月
、「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律（
地
方
財
政
健
全
化
法
）」
が
国
会
で
成
立
し
、
平
成
20
年
度

の
決
算
か
ら
自
治
体
の
財
政
状
況
が
健
全
で
あ
る
か
ど
う
か
４
つ

の
財
政
指
標
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
る
長
洲
町
に
お
い
て
も
、
こ
の

法
律
に
基
づ
き
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
は
、

こ
の
法
律
の
内
容
、
長
洲
町
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

特集　長洲町の財政

１
、
な
ぜ
地
方
財
政
健

全
化
法
が
で
き
た
の
？

　

地
方
自
治
体
の
財
政
が
悪
化
す

る
中
、
自
治
体
の
財
政
破
た
ん
を

未
然
に
防
ぐ
目
的
で
こ
の
法
律
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

２
、
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か
？

　

こ
れ
ま
で
は
、
地
方
自
治
体
の

財
政
破
た
ん
は
、
一
般
会
計
に
お

け
る
赤
字
額
の
比
率
で
判
断
し
て

い
ま
し
た
が
、
地
方
自
治
体
の
財

政
運
営
に
必
要
な
一
般
会
計
以
外

の
特
別
会
計（
下
水
道
会
計
・
国
民

健
康
保
険
会
計
等
）や
企
業
会
計
も

判
断
す
る
範
囲
に
含
め
、
自
治
体

全
体
で
財
政
の
健
全
度
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３
、
具
体
的
な
指
標
は
？

　

①
実
質
赤
字
比
率（
一
般
会
計
に

お
い
て
ど
れ
く
ら
い
赤
字
が
あ
る
の

か
）、
②
連
結
実
質
赤
字
比
率（
町
全

体
で
ど
れ
く
ら
い
赤
字
が
あ
る
の
か
）、

③
実
質
公
債
費
比
率（
借
金
の
返
済

に
ど
れ
く
ら
い
支
払
っ
て
い
る
の
か
）、

④
将
来
負
担
比
率（
今
後
ど
れ
く
ら
い

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
）の

４
つ
の
指
標
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す（
表
１
）。
各
指
標
に
つ

い
て
は
、
監
査
委
員
の
審
査
後
、
皆

さ
ん
に
公
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

４
、
基
準
数
値
は
？

　

４
つ
の
指
標
の
基
準
数
値
は
、

12
月
に
示
さ
れ
ま
し
た（
表
２
）。

こ
の
基
準
に
よ
り
、・
財
政
健
全
化

団
体
・
財
政
再
生
団
体
の
２
段
階
で

自
治
体
の
財
政
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
も
の
で
す
。

５
、
長
洲
町
へ
の
影
響
は
！

　

こ
の
法
律
の
制
定
に
よ
り
、
長

洲
町
で
は
、
４
つ
の
指
標
の
う
ち

②
連
結
実
質
赤
字
比
率
と
③
実
質

公
債
費
比
率
に
よ
る
影
響
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

 

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

　

こ
の
比
率
は
、
各
種
新
聞
報
道

機
関
の
試
算
で
は
、
平
成
17
年
度

決
算
で
32
・
８
％
と
示
さ
れ
て
お
り
、

全
国
で
ワ
ー
ス
ト
８
位
に
な
る
な

ど
極
め
て
高
い
数
値
を
示
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
18
年
度
決
算

で
は
、
町
独
自
の
試
算
で
34
・
０
％

（
計
画
赤
字
等
は
含
ま
ず
）
と
、
財

政
再
生
基
準
の
30
％
（
＊
経
過
措

置
の
た
め
実
際
は
平
成
23
年
度
決

算
か
ら
適
用
）を
超
え
る
非
常
に
厳

し
い
数
値
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
下
水
道
会
計
に
お
け
る
約

20
億
円
の
赤
字
が
影
響
し
て
い
る

も
の
で
、
早
期
の
解
消
が
迫
ら
れ

て
い
ま
す
。

 

③
実
質
公
債
費
比
率

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

　

こ
の
比
率
は
、
長
洲
町
に
お
い

て
平
成
18
年
度
決
算
は
25
・
７
％

で
あ
り
、
熊
本
県
で
一
番
高
い
数

値
で
す
。
ま
た
、
全
国
で
も
、
35

番
目
に
高
い
数
値
と
な
っ
て
お
り
、

財
政
健
全
化
基
準
の
25
％
を
超
え

て
い
る
状
況
で
す
。

６
、
こ
れ
か
ら
ど
う
対

応
し
て
い
く
の

　

長
洲
町
で
は
、
こ
の
難
局
を
乗

り
切
る
た
め
に「
緊
急
行
財
政
行
動

計
画
」を
策
定
し
、
早
期
の
財
政
の

健
全
化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
住
民
説

明
会
を
下
記
の
と
お
り
開
催
し
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
を
求
め
て

い
き
ま
す
。

　

財
政
の
健
全
化
は
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
も
、
痛
み
を
負
わ
せ
る
事

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
が
、
将
来
の

長
洲
町
を
考
え
た
と
き
、
こ
の
状

況
を
何
と
か
し
て
打
破
し
な
け
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
財
政
健
全
化
の
推
進
に

つ
い
て
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
ふ
れ
あ
い
町
政

　

座
談
会
を
開
催

　

こ
の
難
局
に
今
後
ど
う
対
応
し

て
い
く
の
か「
緊
急
行
財
政
行
動
計

画
」の
内
容
を
中
心
に
、
座
談
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

財
政
課（
内
線
２
２
２
）

日　　　時 校　区 場　　　所 対　　　象
平成20年２月18日㈪
午後７時30分～９時 清里校区 清里小学校

（２階多目的ホール）清里小学校校区の方

平成20年２月19日㈫
午後７時30分～９時 腹赤校区 腹赤保育所

（多目的ホール） 腹赤小学校校区の方

平成20年２月21日㈭
午後７時30分～９時 六栄校区 地域福祉センター

（２階大広間） 六栄小学校校区の方

平成20年２月22日㈮
午後７時30分～９時 長洲校区 町民研修センター

（２階研修室） 長洲小学校校区の方

＊対象を校区ごとにしておりますが、校区以外の方でも都合のよい日時にぜひ参加してください。

４ つ の 財 政 指 標 の 対 象 範 囲

一　般　会　計

一部事務組合・広域連合

特　別　会　計

企　業　会　計

土地開発公社など

国民健康保険特別会計
老人保健特別会計
介護保険特別会計
公共下水道特別会計
浄化槽施設整備事業特別会計

水 道 事 業 会 計

①
実
質
赤

　
字
比
率

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

③
実
質
公
債
費
比
率

④
将
来
負
担
比
率

（表１）

（表２）

地方自治体財政の健全化・再生の基準（平成20年度決算より）

財　　政　　悪　　化財　　政　　悪　　化
①実質赤字比率

（良） （悪）

健　全　団　体 ◆15％　財政健全化団体
②連結実質赤字比率
健　全　団　体 ◆20％　財政健全化団体

③実質公債費比率
健　全　団　体 ◆25％　財政健全化団体

④将来負担比率
健　全　団　体

＊②連結実質赤字比率については、財政再生団体の基準は、経過措置として20・21年度は40％、22年度は35％とする。

●20％　財政再生団体

●30％　財政再生団体

●35％　財政再生団体

●20％　財政再生団体

●30％　財政再生団体

●35％　財政再生団体

◆350％　財政健全化団体

財政が悪化していくと・・・・ 国の基準により財政悪化の度合いによって
財政の建て直しに取り組むことになります。

①実質赤字比率
②連結実質赤字比率
③実質公債費比率
④将来負担比率

①実質赤字比率
②連結実質赤字比率
③実質公債費比率
④将来負担比率

財政再生団体

①～③の３つの指標のうち
どれか１つでも
一定基準を超える。

①～④の４つの指標のうち
どれか１つでも
一定基準を超える。

①～④の４つの指標のうち
どれか１つでも
一定基準を超える。

①～④の指標が全て
基準を超えない。

○国等の関与による確実な再生
　・財政再生計画の策定（議会の議決）
　・外部監査機関の設置
　・財政再生計画は、国に協議し同意を
　　求める。
　・災害復旧事業等を除き、地方債の起
　債が制限される。
　・財政運営が計画に適合しないと認め
　　られる場合において、予算の変更等
　　を勧告される。

財政健全化団体

○自主的な改善努力による財政健全化
　・財政健全化計画の策定（議会の議決）
　・外部監査機関の設置
　・実施状況を毎年度公表
　・早期健全化が著しく困難と認められる
　　ときは、知事が必要な勧告を行う

財政が健全な団体
○指標の整備と情報開示
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平成20年長洲町成人式

～今年は227人が成人の仲間入り～

　

１
月
14
日
、
な
が
す
未
来

館
文
化
ホ
ー
ル
で「
平
成
20

年
長
洲
町
成
人
式
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
参
加
し
た
新
成

人
者
た
ち
は
、
色
と
り
ど
り

の
華
や
か
な
衣
装
で
身
を
包

み
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で

晴
れ
て
成
人
の
仲
間
入
り
を

果
た
し
ま
し
た
。

代
表
し
て
成
人
証
を
受
け
る

石
原
和
博
さ
ん
（
永
方
区
）

▼

代
表
誓
詞
を
行
う

森　
　

圭
里
さ
ん
（
荒
尾
市
）

▼

お
祝
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
る

腹
栄
中
学
校
生
徒
会
長
の

宮
島
優
里
さ
ん

▼

成人者を代表して代表意見発表

　式典では、成人を迎えるにあたり、成人者を代表して、これからの豊富な

どの意見発表を次の２人の方が行いました。

　本日、私たちは晴れて成人式を迎えることが出

来ました。この日を無事に迎えられたこと、さらに、

楽しかった思い出を語り合いながら、こうして友

人たちと笑顔で再会出来たことを、大変嬉しく思

います。

　すべては、一番近くで見守ってくれた両親・家

族をはじめ、ご指導いただいた先生方・地域の皆様ほか、多くの方々のご支援があったからこそだ

と痛感しています。私たちが成人としての第一歩を踏み出す節目として、このように盛大な式典を

開催して下さいましたことに、感謝と敬意を表します。

　この長洲町で、私たちが義務教育を終了してから、５年の月日が流れました。現在はそれぞれの

道で、それぞれの志を胸に、日々奮闘していることだと思います。

　私はといいますと、現在はトレーニングジムでフィットネストレーナーをさせていただきながら、

その中で、「さわやか体操教室」と題して、四十代以上の方々への教室を持たせていただいています。

週に一度、５名前後の方々と一緒に、ソフトエアロビクスやウォーキング、肩こり・腰痛予防の体

操などを行っています。仕事を始めて約半年になり、徐々に業務にも慣れてきましたが、「このさ

わやか体操教室」のような大きな仕事を任せられると同時に、仕事での責任も徐々に大きくなって

いきました。社会人になるということは、大変な責任を抱えることだったのです。

　そして今年度、新たに、成人としての責任を抱えることとなりました。これまでは、保護者監督

の下、何かにつけ守られてきた部分が多々ありました。しかし、これからはそうもいきません。様々

な場面で、自身の言文はこれまでより重みを増し、行動には臨機応変さなどが、より求められてく

ることだと思います。二十歳になると、自分自身が変わるのではなく、自分を見る周囲の目が変わ

ってくるのではないでしょうか。大人としての自覚を持ち、成人者の仲間入りを果たしたことを頭

に入れて、何事も行動していきたいものです。

　これらを踏まえて、私は今後、物事を広い視野で捕え、一歩先を見据えた判断をしていきたいと

思います。また、私がつらいときには、いつも手を差し伸べてくれた両親を目標に、これからの人

生を歩んでいきたいです。

　最後になりましたが、これまでご支援いただいた多くの方々へ、今一度、多大なる感謝の気持ち

を込めまして、この場をお借りして厚く御礼を申し上げます。この感謝の気持ちを胸に、今後、日々

精進していきますことを決意して、意見発表とさせていただきます。

西村　　彩さん
（腹赤区）
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　本日、１月 14日、成人の日。

　今までは全く自分に関係のなく、ただの祝日と

しか考えていなかった成人の日。

　しかし、今日は、初めて今日という日のある意

味を考える日となりました。

　昭和 62年４月２日から昭和 63年４月１日の間

に長洲町に誕生した、私も含めた「新成人」と呼ば

れる若者たちが、ここ長洲町に集いました。残念ながら、少子化の影響もあり、今年の新成人の数

は、昨年成人を迎えられた先輩方よりも、大幅に人数が減っています。

　私は長洲保育所を卒園後、長洲小学校に入学。小学生時代の６年間に、今や歓迎遠足の定番ス

ポットとなった『金魚と鯉の郷』が完成し、現在でも子供たちは元気に遊んでいます。また、演奏

会や発表会の場であるここ『ながす未来館』も建ち、さまざまな文化事業に利用されています。

　その後、長洲中学校に入学。私たちが中学生だった頃は、男子は坊主頭でなければなりません

でしたが、現在は、生徒や保護者の意見を取り入れ、髪型の強制はなく、個性を大事にしています。

おしゃれな中学生を見ると羨ましいとさえ思ってしまう今日この頃です。

　また、長洲中学校では、今でも「ＡＨＳ活動」を続けられているようです。

　ＡＨＳ活動とは、Action　for　Community．Heart　for　Everyone．Service　for　NAGASU．の頭

文字を取ったもので、訳すならば、～地域のために行動を起こし、人にやさしい、奉仕の心を育て

る活動～という意味です。

　これは私が在学しているときに始まり、街の清掃や、高齢者・障害者への援助、学校や地域のた

めになる「ものづくり」などを行う活動で、中学生は地域との交流と、社会的視野を広げるために

頑張っています。

　長洲町はこのように、子どもと地域を結びつけ、個性の重視と、ニーズの対応に励んでいるとこ

ろです。

　しかしながら、いったん社会に目を向けると、各種報道では児童虐待や、育児放棄、捨て子や妊

娠中絶の問題を連日のように耳にします。　

　今日、ここに集まった新成人はいずれ、子を授かり「親」になります。親になるということは、

人に備わった、たった一つの大切な「命」を守らなければならないということです。しかし、人を

育てることは個人で出来るほど生半可なことではありません。そこには数多くの人々の協力が必ず

あります。

　私たちは、長洲町が地域ぐるみで、子どもたちに捧げている情熱を手本とし、自身の将来のあり

方を今一度考えなおす必要があります。

　最後になりましたが、今日の「成人の日」という節目の日まで、大切に育ててくださった「両親」、

「親族」、「学校の先生方」、そして「友達」も含め「地域の方々」への感謝の気持ちを忘れることなく、

成人としての自覚を持ち、地域への参加と社会貢献に励むことを誓い、代表者意見とさせていただ

きます。

前田奈津紀さん
（下東区）

～ご成人、おめでとうございます～ ［ 新成人者名簿 ］
   （敬称略）

【平　原】
上野　千穂 浦田　慶広 髙谷　静香 田畑　香織
塘岡　和真 中島菜々美 中村　和裕 道田　美波
宮原　　恵
【清源寺】
秋重恵利奈 井上　　綾 上田　友美 川島　三幸
木村　大介 栗原　譲二 近藤　舞弥 五道　裕子
酒井　達也 柴谷　賢二 田頭舞璃菜 竹本　圭佑
竹本　麻美 徳永　辰洋 永野　　瞳 錦戸　麻美
西原　麻依 濱津　美加 濱津　竜生 馬場麻理子
馬場　竜治 福本　瑠美 松野　賢二 松野　　宙
村上　麻伊 山本美紀子
【上沖洲】
内濵　慶太 大串　享平 久保　麻由 左村　里美
中川　京美 中川　仁美 西原　　葵 林　由弥菜
森山　宏美
【腹　赤】
池上　美樹 倉田　由香 四倉未奈美 楯岡　麻子
德永祐一郎 西村　　彩 能見麻衣子 藤末　菜美
前田奈々江
【腹赤新町】
田上将太朗 濱田　知穂
【折　地】
井上　彩夏 隈部　悠子 松岡　純絵
【赤　崎】
岡松　美希 田中　麻美
【高　田】
坂本　弘法 中山　顕輔 野村　昌史 横山　拓郎
【鷲　巣】
伊藤　政隆 小田木友也 田添奈央子 中川　香織
中山　竜佑 堀　亜由美
【立　野】
諌山亜季子 緒方亜里沙 甲斐　哲朗 城戸　辰也
木村　真子 立山　準也 林田　　歩 前畑　佳奈
【向　野】
岩田　祥太 上田　幸典 江木裕一朗 大久保惇平
大倉　愛香 坂本　幸介 杉本　　聖 竹下　絵梨
濱﨑　享佑 藤﨑　洋憲 本田　優心 山隈　龍馬
山本　輝明
【宮　崎】
井上　祥子 上村　一貴 神宮賢二郎 田上　雅也
橋本　大輔 松永　悠梨
【赤　田】
小川　　光 久保田　淳 猿渡　江里 田上　敬太
土森友里絵
【葛　輪】
上田　絵理 木戸　　聖 城戸　　優 隅倉　有童
待鳥由香利 山口　将司
【永　方】
有川香菜子 石原　和博 島田　省吾 中島　弘太
中山麻里奈 西田　早希 船津　　光
【塩　屋】
宮島　那知
【向野北】
小田原　直 猿渡　公祐 高橋　伸一 益田　達也

益田　広美 宮島　久美 横手千端晶
【古　城】
上原　淳史 草野　雄司 小栁　雄基 手島　泰子
中村　眞里 山田　梨奈 和田　耕昇
【建　浜】
杉野　佑樹 寺本さおり 平河　輝次 福田　美香
本田　珠美 前川　　智 渡邊日香里
【駅　通】
秋山佳保里 惠紙　美樹
【梅　田】
上田　大輔 川上　翔史 清田　和寛 左村　梨紗
島木しのぶ 島田　彰夫 土山　佳織 中山　友貴
一　真由子 東　　和彦 福島　慎也 宮本　義彰
元村真由美 山口祐理子
【出　町】
稲田　清香 前田　弥久 松永沙由理
【新　町】
木庭　千尋 森川　裕一
【西新町】
草野　瑶平
【宮ノ町】
永戸　香利 古賀　友章 崎村　　誠 澤田　裕子
福田　亜希 福田　成美
【松　原】
北岡　絵里 佐藤　彩華 中山　卓哉
【新　山】
岡本　有加 川端　愛弓 黒崎　　勲 境　　太一
德永　昌明 長田　裕樹 服部　洋祐 早川　真也
春田　賢二
【磯　町】
長本　大樹
【上　町】
兼濱　隆宏 松永　賢大
【中　町】
石丸　陽子 出口　響子
【今　町】
北野　愛奈 福村　亮一
【下　東】
浦田　和浩 浦野　健介 下田　彩夏 砂川　真美
高野　裕人 濵田　典幸 前田奈津紀 吉武　智裕
【西荒神】
組脇　一洋 德永　尚子 浜辺真由美
【東荒神】
小田優理佳 塩本　静香 進藤　華乃 新納　貴志
濱口　研人 林田　直樹 平川真里菜 藤田　和哉
宮野　幸子 本山　真彦 山田　高史 米田　純子
【大明神】
青木千沙絵 磯川　俊哉 伊藤　　淳 牛島奈緒美
濱口　知航 濱水　志郎 濱水　葉子 深島　健太
峰　芙美子 宮原　龍二 村上　奈菜
【町　外】
池松　翔太 柴尾　智子 寺田　　晃 出山　美和
正木奈津美 宮本みどり 森　　圭里 柳瀬まなみ
山本亜由実
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火
の
用
心　

子
ど
も
た
ち
が
呼
び
か
け
る

　

〜
第
６
分
団
（
建
浜
・
駅
通
）
が
区
域
内
の
巡
回
を
実
施
〜　

　

昨
年
12
月
27
日
、
町
消
防
団
第
６
分
団（
池

上
浩
弥
団
長
、
団
員
30
人
）
と
建
浜
・
駅
通
子

ど
も
会
な
ど
で
は
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

区
域
内
を
巡
回
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
防
災
意
識
の
高

揚
と
火
災
予
防
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分

た
ち
で「
火
の
用
心
」
と
習
字
で
書
い
た
拍
子

木
を
手
に
、
大
き
な
声
で「
火
の
用
心
、
火
の

町
内
小
学
生
が
筆
初
め

　
　
　

〜
新
春
書
初
め
大
会
開
催
〜

▲熱心に取り組む子どもたち

　

１
月
５
日
、
町
中
央
児
童
館
は
、
町
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
新
春
書
初
め
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
日
本
の
伝
統
行

事
で
あ
る
書
初
め
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
ま

▲大きな櫓を見守りました

巡
回
す
る
子
ど
も
た
ち

▲

町
の
福
祉
活
動
へ

　

〜
熊
本
中
央
信
用
金
庫
長
洲
支
店
信
交
会
が
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
附
〜　

　

１
月
９
日
、
熊
本
中
央
信
用
金
庫
長
洲
支

店
信
交
会（
島
崎
慧
治
会
長
、
会
員
42
人
）は
、

長
洲
町
役
場
を
訪
れ
橋
本
町
長
に
寄
附
金
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
12
月
15
日
に
行
わ
れ
た
同

会
主
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
餅
つ
き
大
会
で
の
販

売
で
得
ら
れ
た
収
益
の
一
部
を
、
福
祉
活
動

へ
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
寄
附

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
朝
早
く
か
ら
会
員
や
職
員
な
ど

約
50
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
も
ち
米
70
㎏
を

使
用
し
て
も
ち
を
つ
き
、
販
売
を
行
い
ま
し

た
。

　

島
崎
会
長
は
、「
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
た

だ
き
、
今
年
も
多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。町
の
福
祉
活
動
に
役
立
て
く
だ
さ
い
。

今
後
も
毎
年
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

▲寄附金を贈呈する島崎会長

用
心
」と
巡
回
し
、
地
域
の
安
全
を
願
い
ま
し

た
。

　

池
上
分
団
長
は
、「
子
ど
も
た
ち
に
防
災
意

識
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
一
緒
に
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
大
人
に
な
っ

て
も
地
域
を
守
る
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
も

ら
い
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
日
は
、
第
４
分
団（
西
荒
神
・

東
荒
神
・
大
明
神
）と
第
５
分
団（
梅
田
・
駅
通
）

の
区
域
で
も
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
巡
回
し

ま
し
た
。

も
う
１
つ
の
長
洲
中
学
校

　

〜
長
洲
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
大
分
県
の
長
洲
中
学
校
を
訪
問
〜　

　

１
月
８
日
、
長
洲
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
執
行
部

は
大
分
県
の
宇
佐
市
に
あ
る
同
じ
校
名
の
長

洲
中
学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

同
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
九
州
に
同
じ
長
洲
中
学

校
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
な
ど

で
生
徒
や
保
護
者
に
紹
介
を
し
た
こ
と
な
ど

を
き
っ
か
け
に
、
今
回
こ
の
よ
う
な
表
敬
訪

問
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
同
Ｐ
Ｔ
Ａ
執
行
部
よ
り
２
人

が
訪
問
し
、
橋
本
町
長
か
ら
託
さ
れ
た
長
洲

町
特
産
の
金
魚
や
水
槽
な
ど
を
贈
呈
す
る
と
、

宇
佐
市
特
産
の
ひ
ょ
う
た
ん
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

両
校
校
長
よ
り「
今
回
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
士
の
交

流
を
通
し
て
、
生
徒
会
活
動
や
部
活
動
な
ど

で
も
学
校
同
士
の
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
交
わ
さ
れ
、
大
石
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
は
、「
同
じ
校
名
の
長
洲
小
学
校
も
隣
接

し
て
い
る
の
で
、
同
様
に
交
流
の
輪
が
広
が

り
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

▲金魚と水槽を贈る大石ＰＴＡ会長（右）

手
作
り
の
ミ
ニ
門
松
を
贈
呈

　

〜
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
長
洲
第
１
団
カ
ブ
隊
よ
り
〜

　

昨
年
12
月
28
日
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
長
洲

第
１
団
カ
ブ
隊（
福
島
正
照
隊
長
、隊
員
９
人
）

は
、
長
洲
町
役
場
を
訪
れ
橋
本
町
長
・
今
村
教

育
長
へ
手
作
り
の
ミ
ニ
門
松
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
日
本
の
伝
統
を

伝
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
作
ら

れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
昨
年
12
月
23
日

に
向
野
公
民
館
で
約
70
個
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
子
ど
も
た
ち
な
ど
９
人
が
役

場
を
訪
れ
、
橋
本
町
長
や
今
村
教
育
長
に「
よ

い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。」
と
ミ
ニ
門
松

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、「
縄
編
み
が
難
し
か
っ
た

け
ど
、
き
れ
い
に
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲ミニ門松を贈呈する隊員たち

た
書
道
の
上
達
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、町
内
の
小
学
生
35
人
が
参
加
し
、

学
年
ご
と
に
用
意
さ
れ
た
課
題
作
に
真
剣
な

表
情
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

　

町
長
賞　

腹
赤
小
２
年　

諌
山　

桜
花

　

中
央
児
童
館
長
賞

　
　
　
　
　

長
洲
小
５
年　

林
田
萌
衣
実

　

入　

選　

長
洲
小
１
年　

三
野　

恭
佳

　
　
　
　
　

長
洲
小
２
年　

久
山　

美
紀

　
　
　
　
　

六
栄
小
３
年　

横
山　

奈
々

　
　
　
　
　

長
洲
小
４
年　

吉
田
歩
実
佳

　
　
　
　
　

長
洲
小
５
年　

宮
本　

歩
美

　
　
　
　
　

長
洲
小
６
年　

三
野　

倭
歩

伝
統
行
事
を
子
ど
も
た
ち
に

　

〜
腹
赤
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
「
ど
ん
ど
や
」
を
実
施
〜

　

１
月
12
日
、
腹
赤
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

は
同
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
催
す
る「
ど
ん
ど
や
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昔
か
ら
伝
わ
る
正
月
行
事
の「
ど

ん
ど
や
」を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
と
と
も
に
、

地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
児
童
や
保
護
者
、
ま
た
区
長

を
は
じ
め
と
し
た
腹
赤
校
区
の
住
民
な
ど
約

３
０
０
人
が
集
ま
り
、
竹
を
使
っ
て
組
み
立

て
ら
れ
た
約
10
メ
ー
ト
ル
の
櫓
を
見
守
り
ま

し
た
。
代
表
の
児
童
た
ち
が
、
櫓
に
火
を
つ

け
る
と
、「
バ
ー
ン
、
バ
ー
ン
」
と
大
き
な
音

を
立
て
て
炎
が
空
高
く
燃
え
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
護
者
に
よ
る
バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
、

手
作
り
の
ぜ
ん
ざ
い
や
ケ
ー
キ
な
ど
が
振
る

ま
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
頭
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は
、「
心
配
さ
れ
て
い
た

雨
も
や
み
、
今
年
も
無
事
に
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
伝
統
行
事
と
し
て

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
」と
話
さ
れ

ま
し
た
。
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平
成
20
年　

町
消
防
出
初
式

　

１
月
13
日
、
平
成
20
年
町
消
防
出
初
式
が

長
洲
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、
町
消
防
団
員
、
有
明
広

域
行
政
事
務
組
合
荒
尾
消
防
署
長
洲
分
署
、

町
内
幼
稚
園
・
保
育
園
で
構
成
す
る
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
な
ど
約
７
０
０
人
。

　

式
で
は
、
橋
本
町
長
の
式
辞
な
ど
の
後
、

通
常
点
検
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
演
技
、

玉
落
し
競
技
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
式
典
の
中
で
行
わ
れ
た
優
良
団
員

な
ど
の
表
彰
及
び
玉
落
し
競
技
結
果
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▲スタートする町代表選手（１番右）

▲玉落し競技の様子

一
区
一
創
運
動
活
動
リ
ポ
ー
ト

松
原
区　

ふ
れ
あ
い
も
ち
つ
き

　

松
原
区
で
は
、
昨
年
12
月
16
日
に
ふ
れ

あ
い
も
ち
つ
き
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

区
民
の
ふ
れ
あ
い
と
近
年
な
か
な
か
経
験

で
き
な
く
な
っ
た
餅
つ
き
を
子
ど
も
た
ち

に
体
験
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

つ
き
あ
が
っ
た
も
ち
は
、「
い
つ
ま
で
も

お
元
気
で
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い

た
紙
で
包
み
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
っ
て
区

内
の
お
年
寄
り
に
配
ら
れ
ま
し
た
。
受
け

取
っ
た
お
年
寄
り
の
方
々
は
、
う
れ
し
そ

う
に
お
礼
の
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
「
子
ど
も
が
参
加
す
る
行
事
は
、
保
護
者

も
一
緒
に
参
加
す
る
の
で
、
様
々
な
年
代

が
協
力
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
、
区
民
の

協
力
と
団
結
が
図
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
」

と
松
浦
区
長
。

県
内
外
の
ア
ス
リ
ー
ト
３
６
７
人
が
健
脚
を
競
う
！

　

〜
第
32
回
長
洲
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
〜

　

新
春
恒
例
の
長
洲
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
１
月

６
日
、
町
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ

ン
ド
発
着
の
周
回
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
マ
ラ
ソ
ン
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ

精
神
の
高
揚
と
、
町
陸
上
長
距
離
界
の
底
辺

拡
大
及
び
体
育
振
興
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い

る
大
会
で
す
。

　

今
年
は
、
県
内
外
か
ら
３
６
７
人
の
参
加

が
あ
り
、
選
手
た
ち
は
各
部
門
で
健
脚
を
競

い
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
も
町
内
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
有
志
の
ご
好
意
で
ぜ
ん
ざ
い
が
振

舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

最
優
秀
選
手
賞

　
　

井
手　

詩
織
（
玉
名
高
校
）

敢
闘
賞
（
男
子
）

　
　

田
中　

勝
太
（
腹
栄
中
学
校
）

敢
闘
賞
（
女
子
）

　
　

小
林　

智
香
（
長
洲
中
学
校
）

▲みんなで協力してもちをつきました

消
防
庁
長
官
表
彰

（
退
職
消
防
団
員
報
償
）

　

田
成
宏
一
、
土
山
泉
、
本
山
敬
一
郎
、

　

池
上
聖
樹

熊
本
県
知
事
表
彰

（
永
年
勤
続
功
労
章
）

　

山
本
博
文
、
荒
岡
登
美
彦
、
塩
山
浩
一
、

　

野
畑
安
廣
、
牛
島
継
道
、
上
野
公
宏
、

　

宮
本
憲
一
、馬
場
勝
、濱
津
秀
德
、杉
浦
健
一
、

　

丸
山
文
明

熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
績
章
）

　

林
武
洋
、
宮
本
泉
、
北
野
誠
、
藤
枝
哲
洋
、

　

村
井
俊
夫
、
松
岡
一
成
、
本
田
信
広
、

　

鷲
尾
秀
明
、
中
村
秋
男
、
荒
尾
雅
治
、

　

町
井
良
弘
、
田
川
勝
博
、
山
崎
健
一
、

　

福
島
力
男
、村
島
徹
、宮
島
弘
明
、宮
島
健
吾
、

　

松
川
明
広
、
大
久
保
成
俊
、
船
津
修

（
勤
績
章
）

　

和
田
政
雄
、
濵
田
正
光
、
池
本
一
好
、

　

竹
本
孝
治
、
西
辻
秀
樹
、
荒
木
年
光

熊
本
県
消
防
協
会
玉
名
郡
支
部
長
表
彰

　

島
永
法
広
、
梅
村
政
樹
、
服
部
正
巳
、

　

上
村
保
、
久
保
田
健
一

長
洲
町
長
表
彰

　

荒
木
信
一
、
漁
長
洋
志
、
森
山
繁
生
、

　

池
田
健
次
郎
、
梅
村
武
志
、
熊
本
岳
範
、

　

濱
村
陽
太
郎
、
佐
藤
幸
男
、
前
川
英
二
、

　

福
本
聖
、田
中
秀
策
、髙
木
真
琴
、中
尾
敏
和
、

　

木
戸
聖
、
畠
本
靖
子
、
森
下
英
治

長
洲
町
消
防
団
長
表
彰

（
分
団
表
彰
）

　

ラ
ッ
パ
分
団

玉
落
し
競
技
順
位

　

優　

勝　

第
10
分
団（
腹
赤
）

　

準
優
勝　

第
14
分
団（
宮
崎
・
塩
屋
・
立
野
）

　

３　

位　

第
11
分
団（
腹
赤
新
町
）

女子３㎞ 中学５㎞ 高校10㎞ 一般10㎞ 壮年５㎞

１位
井手　詩織
玉名高校
10分10秒

靍　　彰吾
三加和中学校
15分59秒

荒木耕太郎
専大玉名高校
32分46秒

松田　賢一
荒尾市ゆうぐれR.C
31分46秒

鳥飼　重友
熊本営繕事務局
16分54秒

２位
田中絵美里
久留米工業大学
10分12秒

古賀　翔也
荒尾第四中学校
16分02秒

平山　貴史
玉名工業高校
32分49秒

村上　翔伍
自衛隊

32分06秒

靍　　邦広
和水町陸協
17分10秒

３位
小柳　春菜
玉名高校
10分20秒

江藤　滉祐
菊水中学校
16分28秒

宮上　拓郎
中央高校
33分00秒

柿本　寛透
志學館大学
32分24秒

今村　千弘
荒尾市ゆうぐれR.C
17分26秒

長
洲
町
代
表
選
手
が
大
健
闘
！

　

〜
第
32
回
玉
名
駅
伝
大
会
〜

　

１
月
13
日
、
和
水
町
・
南
関
町（
10
区
間
44

㎞
）の
コ
ー
ス
で
第
32
回
玉
名
駅
伝
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
玉
名
市
か
ら
の

５
チ
ー
ム
を
含
む
９
チ
ー
ム
で
の
レ
ー
ス
と

な
り
、
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
選
手
た

ち
は
、
チ
ー
ム
の
優
勝
を
目
指
し
て
白
熱
し

た
レ
ー
ス
を
繰
り
広
げ
、
町
代
表
選
手
も
入

賞
こ
そ
逃
し
ま
し
た
が
、
熱
い
走
り
で
健
闘

を
み
せ
ま
し
た
。

　

な
お
、出
場
選
手
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

　 氏　　名 行政区
監　　督 鈴木　康博 東荒神
マネージャー 馬場　健吾 清源寺
１　　区 森本　秀樹 折　地
２　　区 上原衣津美 古　城
３　　区 上田　聖人 葛　輪
４　　区 松岡　亮太 建　浜
５　　区 馬場　竜治 清源寺
６　　区 田頭　　稔 古　城
７　　区 田中　誠一 永　方
８　　区 西坂　糸織 東荒神
９　　区 出口　大貴 中　町
10　　区 久賀　祥平 古　城

今
町
区　

ふ
れ
あ
い
も
ち
つ
き

　

今
町
区
で
は
、
昨
年
12
月
23
日
に
ふ
れ

あ
い
も
ち
つ
き
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

区
民
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

つ
き
あ
が
っ
た
も
ち
は
、
き
な
粉
も
ち

や
鏡
も
ち
に
し
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

な
ど
の
各
世
帯
へ
配
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
事
故
も
な
く
、
も
ち
を
食
べ
な
が
ら
話

も
弾
み
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
区
民
の
み
な
さ
ん
が
正
月

を
迎
え
る
準
備
に
少
し
で
も
手
助
け
に
な

れ
た
ら
と
思
い
ま
す
」と
下
田
区
長
。

▲会話も弾みました
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■役場  78－3111
■ふれあいセンター  78－4100
　（中央児童館・子育て支援センター）
■中央公民館（生涯学習課）  78－0053
■水道課（浄化センター）  78－0126
■下水道課（浄化センター）  78－3515
■すこやか館（保健センター）  65－7515
■総合スポーツセンター  78－4777
■室内温水プール  78－6446
■健康福祉センター  78－1037
■社会福祉協議会  78－1440
■シルバー人材センター  78－4642

■町民研修センター  78－5226
■地域福祉センター  78－2377
■地域包括支援センター  78－3114
■クリーンパークファイブ（清掃施設）  78－4433
　（有明広域行政事務組合）
■金魚と鯉の郷広場
　　金魚の館  78－3866
　　長洲きんぎょ村  78－3595
■ながす未来館  69－2005
■長洲町図書館  69－2060
■地域情報センター  69－2061
■給食センター  78－0838

公共施設電話番号
休日在宅医

月　日 在　宅　医

２月３日㈰ 棚 瀬 医 院（玉名市岱明町） 57-0103

２月10日㈰ 多田隈内科医院（向　野） 78-3011

２月11日㈪ 古庄胃内医院（玉名市岱明町） 57-0013

２月17日㈰ 有明成仁病院（鷲　巣） 78-1133

人のうごき
平成19年12月末日現在

　　 人　口　17,481人　（　 ６）
　　 　　男　  8,421人　（　 ６）
　　 　　女　  9,060人　（　 ０）
　　 世帯数　  6,515世帯（　 １）

※（　）内は前月比

お
知
ら
せ

平
成
20
年
度
町
臨
時
職
員
な

ど
の
登
録
受
付
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
平
成
20
年
度
に
お
け

る
非
常
勤
職
員
、
嘱
託
員
及
び
短

期
的
業
務
に
従
事
で
き
る
臨
時
的

任
用
職
員
の
登
録
を
受
け
付
け
ま

す
。
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

次
の
と
お
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
た
だ
し
、
な
が
す
未
来
館
に
つ
い

て
は
、
土
日
・
祝
日
に
勤
務
が
で
き

る
方
に
な
り
ま
す
。）

■
提
出
書
類　

履
歴
書（
市
販
の
も

の
で
Ａ
４
版
）　

１
通

※
次
の
資
格
を
有
す
る
方
は
、
資

格
証
明
証
の
写
し
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　

保
育
士
、
栄
養
士
ま
た
は
管
理

栄
養
士
、
看
護
師
、
保
健
師
、
医

療
事
務（
レ
セ
プ
ト
点
検
）、
図
書

館
司
書
な
ど

■
提
出
期
限　

２
月
29
日
㈮

※
今
回
の
受
付
は
、
あ
く
ま
で
も

登
録
の
み
で
あ
り
、
任
用
の
際

は
必
要
に
応
じ
て
本
人
に
連
絡

し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

総
務
課

　
（
内
線
２
１
１
）

長
洲
町
入
札
参
加
申
請
書

の
追
加
受
付
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
度
に
発
注
す
る
建
設

工
事
な
ど
の
契
約
に
係
る
競
争
入

札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次

の
と
お
り
追
加
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
前
回（
平
成
19
年
３
月
）

に
提
出
さ
れ
た
方
は
、
隔
年
制
と

な
っ
て
い
る
た
め
今
回
の
提
出
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
受
付
期
間　

３
月
３
日
㈪
〜
３

月
31
日
㈪

■
有
効
期
間　

平
成
20
年
４
月
１

日
〜
平
成
21
年
３
月
31
日

■
提
出
方
法　

必
要
書
類
を
持
参
、

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い（
町

内
業
者
は
持
参
の
み
）

＊
提
出
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

財
政

課（
内
線
２
２
１
）

申
請
手
続
き
は
お
済
み

で
す
か

〜
町
外
医
療
機
関
で
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
た
65
歳
以

上
の
方
へ
〜

　

昨
年
10
月
15
日
か
ら
今
年
１
月

31
日
ま
で
の
間
に
、
町
外
医
療
機

関
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

を
受
け
た
65
歳
以
上
の
方
へ
の
費

用
一
部
補
助
申
請
が
２
月
29
日
㈮

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
接
種
さ

れ
て
ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
な
い

方
は
、
す
こ
や
か
館
に
て
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
補
助

を
受
け
ら
れ
る
の
は
一
回
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
必
要
書
類
な
ど　

イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
診
票
、
予
防
接
種
済
報

告
書
、
印
鑑
、
振
込
み
を
希
望

さ
れ
る
方
は
郵
便
局
以
外
の
金

融
機
関
の
口
座
が
分
か
る
も
の

■
問
い
合
せ　

す
こ
や
か
館（
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７
５
１
５
）

酒
井
智
香
さ
ん（
下
東
区
）が
法
務
大
臣
賞
受
賞

〜「
第
57
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
〜

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
め
ざ
す
全
国
的
な
運
動「
第
57
回
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
中
学
生
の
部
に
お
い
て
、
審
査
の
結
果
、
約
15
万
点
の

応
募
の
中
か
ら
明
光
学
園
中
学
校
１
年
の
酒
井
智
香
さ
ん（
下
東
区
）
が
最
優
秀
賞
の
法

務
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

作
品
は
、
身
体
が
不
自
由
に
な
っ
た
祖
父
と
の
ふ
れ
あ
い
を
中
心
に
描
い
た
も
の
で
、

酒
井
さ
ん
は
、「
２
年
間
の
家
族
の
出
来
事
を
あ
り
の
ま
ま
書
き
ま
し
た
。
今
の
生
活
が

あ
る
の
は
、
家
族
や
友
達
、
先
生
方
な
ど
周
り
の
人
の
お
か
げ
で
す
」と
受
賞
の
喜
び
と

感
謝
の
言
葉
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
作
品
を
原
文
の
ま
ま
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
た
だ
、
い
る
だ
け
で
」

明
光
学
園
中
学
校
１
年　

酒
井　

智
香

　

私
の
祖
父
は
二
年
前
、
交
通
事
故
で
生

死
の
境
を
さ
ま
よ
い
、
な
ん
と
か
命
を
と

り
と
め
た
も
の
の
、
マ
ヒ
が
残
り
、
手
も
足

も
動
か
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

近
所
で
も
評
判
の
働
き
者
だ
っ
た
祖
父
は
、

自
分
の
体
が
以
前
の
よ
う
に
動
か
せ
な
い

こ
と
を
知
り
、「
生
き
と
っ
て
も
な
ん
も
な

ら
ん
。
死
に
た
か
」
と
自
暴
自
棄
に
な
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
、
母
が
祖
父
に
、「
生
き

て
い
て
く
れ
る
だ
け
で
い
い
。
い
て
く
れ
る

だ
け
で･･･

」
と
泣
き
な
が
ら
話
し
て
い
る

の
を
見
て
、
私
も
涙
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。
祖

父
も
泣
い
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
き
び

し
い
リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組
む
祖
父
の
姿
が

あ
り
ま
し
た
。

　

あ
の
時
、
母
が
言
っ
た「
い
て
く
れ
る
だ

け
で･･･

」
と
い
う
言
葉
。
私
は
少
し
、
と

ま
ど
い
を
覚
え
ま
し
た
。
人
間
っ
て
、
勉
強

が
で
き
る
、
こ
れ
も
持
っ
て
る
、
ス
ポ
ー
ツ

が
得
意
だ･･･

そ
ん
な
何
か
が
な
い
と
、
価

値
が
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
意
味
が
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か･･･

と
考
え
て
い
た
か
ら
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
大
切
な
祖
父
に
は
生
き
て
い
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
言
葉

の
何
か
が
、
私
の
中
に
ひ
っ
か
か
っ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
頃
の
私
は
、
中
学
受
験
と
生
徒
会
長

の
仕
事
と
、精
一
杯
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

特
に
、
中
学
受
験
に
向
か
っ
て
、
両
親
の
期

待
に
こ
た
え
た
い
！
姉
と
同
じ
学
校
に
行

き
た
い
！
と
、一
心
に
努
力
し
て
い
ま
し
た
。

が
、
結
果
、
不
合
格･･･

。
シ
ョ
ッ
ク
で
し

た
。
ご
は
ん
も
食
べ
ず
、
部
屋
に
閉
じ
こ
も

り
、
泣
い
て
い
ま
し
た
。「
私
っ
て
バ
カ
だ
。

何
に
も
な
ら
ん･･･

。
ど
う
せ
初
め
か
ら
ダ

メ･･･

ム
リ･･･

」

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
祖
父
が
車
い
す
で
や
っ

て
き
て
、「
ち
か
ち
ゃ
ん
、
よ
か
よ
か
、
大

丈
夫
。
ち
か
ち
ゃ
ん
が
元
気
で
い
て
く
れ
る

だ
け
で
、
じ
い
ち
ゃ
ん
は
よ
か
と
ぞ
」
と
言

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、
祖
父
の
言
っ
て

く
れ
た「
い
て
く
れ
る
だ
け
で
」
と
い
う
言

葉
に
、不
思
議
な
く
ら
い
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　

自
分
を
認
め
て
も
ら
え
た
。
不
合
格
で

も
ち
か
を
認
め
て
く
れ
た･･･

。
こ
の
時
、

今
ま
で
の
私
の
考
え
は
間
違
い
で
、
何
を
持

っ
て
い
な
く
て
も
、
何
も
で
き
な
く
て
も
、

そ
の
ま
ま
で
、
私
は
い
い
ん
だ
、
そ
の
ま
ま

で
、
私
達
一
人
一
人
が
大
切
な
存
在
な
の
だ

と
、
初
め
て
気
付
き
ま
し
た
。

　

今
な
ら
、
あ
の
時
の
母
の
気
持
ち
、
泣
い

て
い
た
祖
父
の
気
持
ち
、
そ
し
て
、「
い
て

く
れ
る
だ
け
で･･･

」
と
い
う
言
葉
の
意
味

が
心
か
ら
わ
か
り
ま
す
。
私
は
、
祖
父
の
言

葉
の
お
か
げ
で
、
も
う
一
度
立
ち
上
が
り
、

今
で
は
念
願
の
中
学
校
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。

　

た
だ
い
る
だ
け
で
、
心
が
や
す
ら
ぐ
人
が

い
ま
す
。
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
、
祖
父
で
あ

り
、
家
族
で
あ
り
、
友
達
で
も
あ
り
ま
す
。

一
人
一
人
が
か
け
が
え
の
な
い
存
在
だ
か

ら
、
い
た
わ
り
合
っ
て
、
支
え
合
っ
て
生
き

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
の
事
故
か
ら
二
年
、祖
父
は
元
気
で
す
。

い
つ
も
私
達
家
族
を
あ
た
た
か
く
見
守
り
、

時
に
は
き
び
し
く
し
か
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

今
、
祖
父
を
見
て
、
私
は
思
い
ま
す
。

　

私
も
、
た
だ
い
る
だ
け
で
、

　
　
　

み
ん
な
が
優
し
い
気
持
ち
に
な
れ
る

　
　
　

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
る

　
　
　

み
ん
な
が
明
る
く
な
れ
る

　

そ
ん
な
、
じ
い
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
、
私
も

な
り
た
い
。

酒
井　

智
香
さ
ん

▼

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」に
つ
い
て
は

h
ttp://w

w
w
.ko
u
seih

o
g
o
-n
et.jp

/
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入札結果の公表 「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
つ
い
て

社
会
保
険
庁
よ
り
お
知
ら
せ

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
と
は

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
基
礎
年

金
番
号
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
約

５
、０
０
０
万
件
の
記
録
に
つ
い
て
、

名
寄
せ
作
業
を
行
い
、
そ
の
結
果
、

皆
さ
ん
の
基
礎
年
金
番
号
の
記
録

と
結
び
つ
く
可
能
性
の
あ
る
記
録

が
出
て
き
た
方
に「
ね
ん
き
ん
特
別

便
」を
順
次
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

ご
自
身
の
記
録
に
も
れ
が
な
い

か
十
分
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。な
お
、

訂
正
が
な
い
場
合
に
は
同
封
の「
確

認
は
が
き
」を
、
訂
正
が
あ
る
場
合

に
は「
年
金
加
入
記
録
照
会
票
」
を

必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」は
、社
会
保

険
庁
に
届
け
て
あ
る
住
所
に
送
付

す
る
た
め
、
住
所
変
更
手
続
き
が
済

ん
で
い
な
い
場
合
、
お
手
元
に
送
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

住
所
変
更
は
ご
自
身
に
よ
る
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
手
数
で
す
が
、
以
下
の
手
続
き

先
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者･･･

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
役
場
の

窓
口

○
厚
生
年
金
加
入
者
・
国
民
年
金
第

３
号
被
保
険
者･･･

厚
生
年
金
加

入
者
の
勤
務
先

○
年
金
受
給
者･･･

お
近
く
の
社
会

保
険
事
務
所

●
結
婚
な
ど
で
名
字
が
変
わ
っ
た
方

　

基
礎
年
金
番
号
に
結
び
つ
い
て

い
な
い
記
録
に
つ
い
て
、
記
録
の

統
合
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。
結
び
つ
く
可
能
性
の

あ
る
記
録
を
探
す
た
め
に
も
、
お

手
持
ち
の
古
い
年
金
手
帳
を
ご
確

認
い
た
だ
き
、
氏
名
変
更
の
届
出

を
し
て
い
な
い
方
は
お
早
め
に
変

更
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
せ　

ね
ん
き
ん
特
別
便

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（

０
５
７
０
・

　

０
５
８
・
５
５
５
）、
Ｉ
Ｐ
電

話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
専
用
電
話
番
号（

０
３
・
６
７
０
０
・
１
１
４
４
）

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
出

張
相
談

　

ま
た
熊
本
社
会
保
険
事
務
局
玉

名
事
務
所
で
は
、「
ね
ん
き
ん
特
別

便
」が
送
付
さ
れ
た
方
々
を
対
象
に
、

次
の
と
お
り
出
張
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
年
金
加
入
記
録
の
訂
正
や

確
認
は
が
き
の
記
入
方
法
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と　

き　

２
月
22
日
㈮
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

町
中
央
公
民
館

■
持
っ
て
く
る
も
の　

ね
ん
き
ん

特
別
便（
年
金
記
録
の
お
知
ら
せ
、

年
金
加
入
記
録
照
会
票
）、
年
金

証
書
、
印
鑑

■
問
い
合
せ　

熊
本
社
会
保
険
事

務
局
玉
名
事
務
所（
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１
６

　

１
１
）

松
く
い
虫
の
被
害
に
ご
注
意
!!

　

赤
く
変
色
し
、
葉
が
垂
れ
下
が

っ
て
枯
れ
て
い
る
松
は
松
く
い
虫

が
原
因
で
枯
れ
た
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
長
洲
町
で
は
、
町
内
の
主

な
公
共
用
地
の
松
を
対
象
に
、
消

毒
散
布
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今

年
は
松
く
い
虫
被
害
が
例
年
と
比

べ
て
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

【
注
意
】

•
ご
自
宅
の
庭
木
や
植
木
、
個
人

所
有
の
松
に
つ
い
て
も
、
松
く
い

虫
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

•
松
く
い
虫
の
被
害
の
特
徴
は
、

葉
が
赤
く
変
色
し
垂
れ
下
が
り
木

く
ず
が
出
る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

放
置
す
る
と
翌
年
に
近
く
の
松
に

被
害
が
移
り
ま
す
。

【
対
策
】

•
被
害
木
を
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、

処
分
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

処
分
方
法
と
し
て
は
、
被
害
木

を
根
の
付
近
か
ら
切
り
倒
し
、
枝
、

幹
を
焼
却
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

（
３
月
頃
ま
で
）

※
焼
却
処
分
を
行
う
際
は
、
野
焼

き
や
簡
易
焼
却
炉
で
の
焼
却
は

行
わ
ず
、
２
ｍ
以
内
に
切
り
、

指
定
袋
に
は
入
れ
ず
に
そ
の
ま

ま
で
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ

ブ
に
持
っ
て
行
っ
て
下
さ
い
。

【
処
分
料　

35
円
／
㎏
】

■
問
い
合
せ　

産
業
振
興
課（
内
線

２
６
３
）

預
金
保
険
制
度
を
ご
存

知
で
す
か
？

　

預
金
保
険
制
度
は
、
万
が
一
金

融
機
関
が
破
た
ん
し
た
場
合
に
、

預
金
者
の
保
護
や
資
金
決
済
の
履

行
の
確
保
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

信
用
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
当
座
預
金
や
利

息
の
つ
か
な
い
普
通
預
金
な
ど
は
、

全
額
保
護
さ
れ
ま
す
。
定
期
預
金

や
利
息
つ
き
の
普
通
預
金
な
ど
は
、

金
融
機
関
ご
と
に
預
金
者
１
人
当

た
り
、
元
本
１
、０
０
０
万
円
ま
で

と
そ
の
利
息
な
ど
が
保
護
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
を
超
え
る
部
分
は
、
破

綻
し
た
金
融
機
関
の
財
産
の
状
況

に
応
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

預
金
保
険
制
度
に
加
入
し
て
い

る
金
融
機
関
は
、
銀
行（
日
本
国
内

に
本
店
の
あ
る
も
の
）、信
用
金
庫
、

信
用
組
合
、
労
働
金
庫
、
信
金
中

央
金
庫
、
全
国
信
用
協
同
組
合
連

合
会
、
労
働
金
庫
連
合
会
で
す
。

　

平
成
19
年
10
月
に
民
営
化
さ
れ

た
株
式
会
社
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
つ

い
て
も
、
対
象
の
金
融
機
関
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
せ　

預
金
保
険
機
構（

　

０
３
・
３
２
１
２
・
６
０
２
９
）、

　

九
州
財
務
局（

０
９
６
・
３
５
３

　

・
６
３
５
１
）

農
地
相
談
の
お
知
ら
せ

　

農
業
委
員
に
よ
る
農
地
相
談
室

を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

　

農
地
の
売
買
・
貸
借
・
転
用
な
ど
、

農
地
の
こ
と
で
心
配
・
相
談
の
あ
る

方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
と　

き　

２
月
８
日
㈮
午
前
10

時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

農
業
委
員
会
事
務
局

■
問
い
合
せ　

農
業
委
員
会
事
務

局（
内
線
２
５
２
）

心
配
ご
と
相
談
開
催

　

日
常
生
活
の
中
で
、
心
配
ご
と
・

悩
み
ご
と
な
ど
あ
る
方
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
と　

き　

３
月
４
日
㈫　

午
前

　

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

　

ー
（
町
中
央
公
民
館
横
）

■
担
当
弁
護
士　

古
田
哲
朗

■
定　

員　

４
人

■
相
談
時
間　

１
人
30
分

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

町
社

　

会
福
祉
協
議
会（
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１
４
４

　

０
）

巡
回
相
談
開
催

　

荒
尾
・
玉
名
地
域
２
市
４
町
で
は
、

身
体
・
知
的
・
精
神
な
ど
に
障
害
の

あ
る
方
や
そ
の
家
族
が
抱
え
る
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
や
困
り
ご
と
に
つ

い
て
、
相
談
を
受
け
付
け
た
り
必

要
な
情
報
を
提
供
す
る
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
と　

き　

２
月
13
日
㈬

①
午
前
９
時
〜
午
前
11
時

②
午
後
1
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

①
玉
東
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
玉
東

　

町
木
葉
７
６
４
）

②
長
洲
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
す
こ

　

や
か
館
）

■
問
い
合
せ　

福
祉
保
健
介
護
課

　
（
内
線
１
４
１
）

「
県
産
木
材
の
家
づ
く

り
」
住
宅
見
学
会
開
催

　

熊
本
県
で
は
、
県
内
で
木
造
住

宅
を
新
築
さ
れ
る
方
な
ど
に
乾
燥

ス
ギ
柱
材
又
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
内

装
材
な
ど
を
無
償
提
供
す
る
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
そ

の
事
業
を
利
用
し
て
建
築
さ
れ
た
、

く
ま
も
と
の
木
の
香
り
の
漂
う
住

宅
の
見
学
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
と　

き　

２
月
24
日
㈰
、
３
月

９
日
㈰

※
集
合
時
間
・
場
所
、
見
学
場
所
な

ど
の
詳
細
は
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
せ　

林
業
振
興
課
県
産

材
利
用
推
進
室（

０
９
６
・
３

　

３
３
・
２
４
４
８
）

献血にご協力をお願いします！
（長洲ライオンズクラブ主催）
　年々献血をされる方が減少しつつあり、
緊急の手術や病気治療の為の血液量が不足
しています。少子高齢化による献血の減少
や血液製剤の安全確保のため制限が強化さ
れ、献血者確保は厳しい状況となっていま
す。特に一人ひとりのご協力があってこそ
大切な命を救うことができます。ほんの少
しの愛情で大きな命を救いましょう。
　皆さんのご協力をお願いします。

■と　き　２月 27日㈬
　午前　９時 30分～ 11時 30分
■ところ　長洲町役場玄関前
※ 400mlのみの受付となります。
※献血にご協力いただいた方には、記念品
　として町指定ごみ袋などを贈呈します。
■問い合せ　すこやか館（  65 7515）

■問い合せ　財政課（内線２２１）

工事（委託事業）名 町内一円区画線設置工事

落札業者名 西部アトムライナー㈱

予定価格 1,495,000円

落札金額 1,196,000円

落札率 80.00%

指名業者数 9

　長洲町が、12月 19日に行った指名競争
入札の結果についてお知らせします。

工事（委託事業）名 長洲地内（８工区）石綿管
布設替工事

落札業者名 ㈲寺田工建

予定価格 7,790,000円

落札金額 7,239,750円

落札率 92.94%

指名業者数 11

■問い合せ　水道課（  78 0126）
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玉
名
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

給
与
所
得
者
の
確
定
申
告

　

給
与
所
得
者
の
所
得
税
は
、
毎

月
の
給
料
や
賞
与
か
ら
源
泉
徴
収

さ
れ
、
そ
の
年
の
最
後
の
給
料
や

賞
与
の
支
払
時
に
行
わ
れ
る「
年
末

調
整
」に
よ
っ
て
精
算
さ
れ
ま
す
の

で
、大
部
分
の
給
与
所
得
者
の
方
は
、

改
め
て
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、

①
給
与
の
収
入
が
２
千
万
円
を
超

え
る
方

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

各
種
所
得
の
金
額（
例
え
ば
、
生

命
保
険
契
約
な
ど
に
基
づ
く
一

時
金
を
受
け
取
ら
れ
た
場
合
や

不
動
産
の
貸
付
け
に
よ
る
収
入

が
あ
る
場
合
な
ど
）の
合
計
が
20

万
円
を
超
え
る
方

③
２
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

て
い
る
方

な
ど
は
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、

①
風
水
害
な
ど
の
災
害
に
遭
っ
た

方
②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
方

③
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築（
購
入
）・
増

改
築
し
、
年
末
に
お
い
て
金
融

機
関
な
ど
か
ら
の
借
入
金
残
高

が
あ
る
方

な
ど
は
、
確
定
申
告
を
す
る
と
源

泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
所
得
税
が
還

付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
確
定
申
告
書
用
紙

は
、
１
月
下
旬
か
ら
、
最
寄
り
の

税
務
署
及
び
市
町
村
役
場
に
備
え

付
け
ま
す
が
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
確
定
申
告
に
必
要
な

書
類
を
出
力
し
て
使
用
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
書
の
作
成
に

当
た
っ
て
は
、「
所
得
税
の
確
定
申

告
の
手
引
き
」や
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」を
利
用
さ
れ
る
と
簡
単
に
作

成
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム（e-T

ax

）」
を
利
用
さ

れ
る
と
自
宅
や
事
業
所
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
申
告
書

な
ど
を
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す（
事
前
に
手
続
が
必
要
と
な
り
ま

す
）。贈

与
と
税
金

　

贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
財
産
を

も
ら
っ
た
と
き
に
、
も
ら
っ
た
人

に
か
か
る
税
金
で
す
。

　

贈
与
税
が
か
か
る
の
は
、
１
人

の
方
が
１
年
間
に
も
ら
っ
た
財
産

の
価
額
の
合
計
が
１
１
０
万
円
を

超
え
る
場
合
で
す
。

　

平
成
19
年
分
の
贈
与
税
の
申
告

及
び
納
付
は
、
２
月
１
日
㈮
か
ら

３
月
17
日
㈪
ま
で
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
親
等
か
ら
財
産
を
も
ら

っ
て
相
続
時
精
算
課
税
の
選
択
を

し
た
場
合
や
配
偶
者
か
ら
居
住
用

財
産
を
も
ら
っ
た
場
合
な
ど
に
つ

い
て
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
特
別
控
除
な
ど

特
例
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

玉
名
税
務
署（
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２
１
２
５
）

荒
尾
・
玉
名
地
域
男
女
共
同

参
画
活
動
支
援
事
業
開
催

　

玉
名
地
域
振
興
局
な
ど
で
は
、
男

女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、「
荒
尾
・
玉
名
地
域
男
女
共

同
参
画
活
動
支
援
事
業
」を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
次

の
と
お
り
講
演
会
な
ど
を
当
地
域
振

興
局
と
協
働
で
開
催
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
で
わ
く
わ
く
農
業

経
営

　

男
女
共
同
参
画
と
農
村
地
域
の
活

性
化
、
消
費
者
の
立
場
で
ど
の
よ
う
に

行
動
す
る
こ
と
が
明
る
く
活
力
あ
る

農
村
地
域
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
の

か
を
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。

■
と　

き　

２
月
20
日
㈬　

午
後

１
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

玉
名
市
民
会
館　

第

一
会
議
室

■
内　

容　
「
男
女
共
同
参
画
で
わ

く
わ
く
農
業
経
営
」

⑴
農
村
の
活
性
化
と
男
女
共
同
参

画
に
つ
い
て

⑵
農
業
に
携
わ
る
立
場
か
ら
の
意

見
発
表

⑶
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

■
入
場
料　

無
料

■
そ
の
他　

託
児
あ
り（
２
月
13
日

㈬
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
）

■
問
い
合
せ　

熊
本
県
つ
ば
さ
の

会
荒
玉
支
部（

 

71 

１
３
７
７
）

＊
託
児
の
申
し
込
み（

 

57 

１
９

　

３
９
）

朗
読
劇
「
『
草
枕
』
の
女
た
ち
」

女
（
ひ
と
）と
男
（
ひ
と
）い
き
い

き
セ
ミ
ナ
ー　

　

明
治
初
期
の
小
天
は
、
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
の
原
点
と
い

え
る
様
相
で
し
た
。
そ
こ
で
育
ち
、

小
説「
草
枕
」
と
中
国
革
命
の
歴
史

的
背
景
を
彩
っ
た
前
田
家
の
姉
妹

の
活
動
を
学
び
、
社
会
に
伝
え
る

こ
と
で
、
現
代
の
男
女
共
同
参
画

社
会
を
築
く
一
助
と
し
ま
す
。

■
と　

き　

３
月
８
日
㈯　

午
後

７
時
〜
午
後
８
時
30
分（
開
場
午

後
６
時
）

■
と
こ
ろ　

天
水
中
学
校　

多
目

的
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
、
天
水
総
合
体
育
館

■
内　

容　

メ
イ
ン
テ
ー
マ　
「
草

枕
」の
女
た
ち
に
学
ぶ

　

一
部　

基
調
講
演

　

二
部　

朗
読
劇

■
入
場
料　

無
料

■
そ
の
他　

託
児
あ
り（
３
月
１
日

㈯
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

草
枕

交
流
館（
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４
５
１
１
）

「
老
人
医
療
を
考
え
る
」

〜
長
洲
町
に
お
け
る
老
人
医
療
の
推
移
〜

　

下
の
グ
ラ
フ
は
、
長
洲
町
に
お

け
る
老
人
医
療
受
給
者
数
と
受
給

者
が
１
年
間
に
か
か
っ
た
１
人
あ

た
り
の
医
療
費
の
関
係
に
つ
い
て

表
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
12
年
４
月
１
日
か
ら
介
護

保
険
制
度
が
始
ま
っ
た
こ
と
で
一

旦
は
医
療
費
の
減
少
が
み
ら
れ
ま

す
。
受
給
者
数
に
つ
い
て
は
、
平

成
14
年
10
月
１
日
か
ら
老
人
医
療

該
当
者
の
年
齢
が
５
年
間
で
段
階

的
に
70
歳
か
ら
75
歳
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
減
少
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
受
給
者
の
減
少
に
も

関
わ
ら
ず
、
１
人
あ
た
り
の
医
療

費
に
増
加
が
見
ら
れ
る
の
は
、
ど

の
よ
う
な
原
因
に
よ
る
も
の
な
の

か
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

☆医療費は、受給者個人

の一部負担金を除いた金

額を表しており、政管健

保などの被保険者、国、

県、町の負担により支え

られています。

　

平
成
18
年
度
に
皆
さ
ん
が
病
院

に
か
か
っ
た
病
気
の
中
で
大
部
分

を
占
め
て
い
た
の
は
、
高
血
圧
性

疾
患
や
骨
折
に
関
す
る
も
の
で
し

た
。

　

例
え
ば
、
か
か
っ
た
病
気
が
な

か
な
か
快
方
に
向
か
わ
ず
、
複
数

の
病
院
に
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
病
院
を
変
え

れ
ば
、
初
診
か
ら
始
ま
り
同
じ
よ

う
な
検
査
や
治
療
を
繰
り
返
す
こ

と
に
よ
っ
て
医
療
費
が
増
え
、
自

分
の
体
に
も
負
担
が
か
か
る
と
い

っ
た
悪
循
環
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
注
射
や
投
薬
な
ど
の
重
複

は
か
え
っ
て
健
康
を
害
す
る
こ
と

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

自
分
に
合
っ
た
方
法
で
の
健
康

づ
く
り
や
趣
味
活
動
な
ど
の
充
実

に
よ
っ
て
、
身
体
だ
け
で
な
く
心

も
健
康
に
し
、
ひ
い
て
は
生
活
全

体
を
も
豊
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

自
分
の
病
気
の
疑
問
点
、
検
査

や
薬
の
処
方
が
何
の
た
め
か
お
医

者
さ
ん
に
納
得
の
い
く
ま
で
聞
き

ま
し
ょ
う
。「
か
か
り
つ
け
医
」の
指

示
を
守
り
、
他
の
医
療
機
関
を
受

診
す
る
際
に
は
紹
介
状
を
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
せ　

福
祉
保
健
介
護
課

（
内
線
１
４
２
・
１
４
３
）

長洲町標準小作料が改訂されました
２月は北方領土復帰運動強化月間
　北方領土問題が発生した８月と「２月７
日北方領土の日」を含む２月は「北方領土復
帰運動強化月間」となっています。
■問い合せ　内閣府北方対策本部
　　　　　　（  03・3581・1512）

　田・畑の標準小作料が農業委員会で次のとおり改訂
されました。
　この標準小作料は、平成 20年４月１日以降の新規契
約分（農地法による賃貸借契約、農業経営基盤強化促進
法による利用権設定）から適用されます。

■標準小作料

農地区分 標準小作料 対　象　水　田
10a当たりの基準収量

上　　田 15,000円 圃場整備完了田及び同等田
水稲 510kg以上

中　　田 12,000円 上田を除いた平坦地の集団の田
水稲 480kg程度

下　　田 8,000円 日照時間が短い田
水稲 450kg以下

畑（普通畑） 5,000円

■問い合せ　農業委員会事務局（内線 252）

お詫びと訂正
　広報ながす１月１・15日合併号に誤り
がありましたので、お詫びして次のとおり
訂正します。
○10ページ
「守ろう！確かめよう！この最低賃金」の
記事
【産業別最低賃金】紡績業、ねん糸製造業、
織物業、靴下製造業
　（正）時間額647円、日額5,176円
　（誤）日額647円、時間額5,176円
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く
ら
し
の

税
情
報

税
金
は
あ
な
た
の
く
ら
し
を
守
っ
て
る

作　松岡　咲知さん

（平成 18年度長洲中卒業生）
※平成 18年度中学生の
　「税に関する標語」
　募集作品「優秀賞」

今
月
か
ら
申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す
!!

■
ご
相
談
・
問
い
合
せ

　

税
務
課(

内
線
１
５
０

　

〜
１
５
５)

　

こ
の
申
告
は
、
平
成
19
年
中（
１

月
〜
12
月
）
の
収
入
・
所
得
に
つ
い

て
申
告
す
る
も
の
で
す
。
申
告
を

さ
れ
な
い
と
、
所
得
証
明
書
な
ど
、

各
種
証
明
書
の
交
付
お
よ
び
国
保

税
の
減
額
措
置
を
受
け
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

申
告
相
談
は
行
政
区
ご
と
に
日

程
を
分
け
て
い
ま
す
が
、
都
合
が

つ
か
な
い
場
合
は
別
の
日
で
も
申

告
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

申
告
内
容
に
よ
っ
て
は
電
話
で

受
付
け
が
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 〜

平
成
20
年
度（
平
成
19
年
分
）住
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
相
談
〜

■相談受付時間　午前9時～午前11時、午後1時～午後3時 30分
（受付時間内に受付簿記載をお願いします）

と　き ところ
対　象　者

所得の種類 行　政　区

２月 18日㈪
19日㈫

町　

中　

央　

公　

民　

館

年金所得のみ 平原、清源寺、上沖洲、腹赤、
腹赤新町

２月 20日㈬
21日㈭

年金所得のみ 折地、赤崎、高田、鷲巣、
立野、向野、宮崎、赤田、葛輪、
永方、塩屋、向野北、古城

２月 22日㈮ 年金所得のみ 出町、新町、西新町、宮ノ町、
松原、新山、宝町

２月 25日㈪ 年金所得のみ 磯町、上町、中町、下本、今町、
下東、西荒神、東荒神、大
明神

２月 26日㈫ 年金所得のみ 建浜、駅通、梅田

２月27日㈬
～３月３日㈪

全所得 平原、清源寺、上沖洲、腹赤、
腹赤新町

３月４日㈫
～３月６日㈭

全所得 折地、赤崎、高田、鷲巣、
立野、向野、宮崎、赤田、葛輪、
永方、塩屋、向野北、古城

３月７日㈮
～３月11日㈫

全所得 出町、新町、西新町、宮ノ
町、松原、新山、宝町、磯町、
上町、中町、下本、今町

３月12日㈬
～３月14日㈮

全所得 下東、西荒神、東荒神、大
明神、建浜、駅通、梅田

３月17日㈪ 全所得 予備日

※事業所得（営業所得、農業所得、不動産所得など）がある方は、年
金所得のみには該当しませんので、全所得の申告日をご利用くだ
さい。
※土日・祝日などの受付及び相談は、
　行っていませんのでご注意ください。

■
申
告
に
必
要
な
書
類
な
ど

○
印
鑑（
通
帳
印
が
必
要
な
場
合
も

あ
り
ま
す
）

○
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
な
ど

○
源
泉
徴
収
票（
給
与
所
得
者
及
び

公
的
年
金
受
給
者
）

○
事
業
所
得（
営
業
・
農
業
、
そ
の

他
事
業
所
得
者
）な
ど
の
収
支
計

算
を
し
て
あ
る
内
訳
書

○
生
命
保
険
料
・
個
人
年
金
保
険
料

及
び
損
害
保
険
料
・
火
災（
地
震
）

保
険
料
な
ど
、
各
種
保
険
会
社

が
発
行
し
た
控
除
証
明
書
・
国
民

年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
や
社

会
保
険
料
の
支
払
金
額
が
わ
か

る
も
の

○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
に

は
、
医
療
費
な
ど
の
領
収
書
又

は
証
明
書（
介
護
保
険
に
つ
い
て

も
同
様
）、
医
療
費
の
明
細
書（
税

務
課
・
税
務
署
常
備
）、
保
険
金

な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が

わ
か
る
も
の
を
持
参
し
て
医
療

費
の
計
算
も
申
告
を
受
け
る
前

に
は
必
ず
計
算
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

■
申
告
の
必
要
が
な
い
方

①
年
金
収
入
の
み
の
方
で
、

•
65
歳
未
満（
昭
和
18
年
１
月
２
日

以
後
に
生
ま
れ
た
方
）で
年
金
収

入
金
額
が
98
万
円
ま
で
の
方
。

•
65
歳
以
上（
昭
和
18
年
１
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
）で
年
金
収

入
金
額
が
１
４
８
万
円
ま
で
の

方
。

②
給
与
収
入
の
み
で
年
末
調
整
が

済
ん
で
い
る
方
で
、
他
に
収
入

が
な
い
方
。

③
確
定
申
告
書
を
玉
名
税
務
署
に

提
出
さ
れ
る
方
。

■
非
課
税
所
得
（
雇
用
保
険
の
失

業
等
給
付
、
遺
族
年
金
、
、障
害

年
金
な
ど
）の
み
の
方
及
び
無
収

入
の
方
の
申
告

　

該
当
す
る
方
は
、
簡
易
申
告
で

待
ち
時
間
な
し
に
申
告
で
き
ま
す

の
で
、受
付
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
ス
ム
ー
ズ
な
申
告
を
実
施
す
る

　

た
め
に
ご
協
力
を
！

　

毎
年
、
申
告
会
場
に
お
き
ま
し

て
は
、
混
雑
し
て
皆
さ
ん
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
申
告
会
場
に

お
い
て
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
書

類
の
準
備（
※
）
な
ど
に
つ
い
て
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
今
回
か
ら
収
支
報
告
書
は
事

前
に
作
成
し
て
も
ら
い
ま
す
が
、

必
要
に
応
じ
内
容
を
確
認
し
ま

す
の
で
、
根
拠
と
な
る
数
字
が

分
か
る
よ
う
領
収
書
な
ど
書
類

の
整
理
を
し
た
上
で
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
医
療
費
控
除
の
申
告

を
さ
れ
る
方
は
、
領
収
書
を
受

診
者
・
病
院
ご
と
に
整
理
し
て
計

算
し
た
上
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

○
株
や
土
地
の
譲
渡
、
住
宅
借
入

金
特
別
控
除
・
医
療
費
控
除
の
申

告
を
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
税

務
署
ま
た
は
税
務
課
窓
口
で
説

明
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係

書
類
を
受
け
取
り
、
作
成
し
た

も
の
を
申
告
当
日
に
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

○
所
得
税
の
振
替
納
税
を
さ
れ
る

方
及
び
、
所
得
税
の
還
付
を
受

け
ら
れ
る
方
は
、
本
人
名
義
の

金
融
機
関
口
座
番
号
の
控
え
と
、

そ
の
通
帳
の
登
録
印
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

○
所
得
の
内
容
に
よ
っ
て
は
税
務

署
で
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

申
告
を
行
う
前
に･･･

【
確
定
申
告
相
談
会
】

　

例
年
、
玉
名
税
務
署
主
催
で

行
わ
れ
て
い
た
年
金
所
得
者
の

確
定
申
告
相
談
会
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
は
町
主
催
で
開
催
し
ま

す
。

■
と　

き　

２
月
14
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１

　

時
30
分
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

町
中
央
公
民
館

■
持
っ
て
く
る
も
の

　

公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収

票
、
筆
記
用
具
、
電
卓
、
印
鑑
、

そ
の
他
申
告
に
必
要
な
も
の

解
家
や
新
・
増
築
の
届
出

は
お
済
み
で
す
か
？

　

現
在
ま
で
に
、
家
や
倉
庫
・
物

置
小
屋
な
ど
の
建
物
を
解
体
し
て
、

ま
だ
役
場
に
届
け
を
さ
れ
て
い
な

い
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

届
出
を
済
ま
さ
れ
て
い
な
い
と
、

皆
さ
ん
の
固
定
資
産
の
内
容
に
支

障
が
生
じ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
届
出
が
お
済
み
で
な
い
方
は

印
鑑
を
持
参
し
て
、
お
早
め
に
税

務
課
窓
口
で
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
新
・
増
築
後
に
役
場
か
ら
評

価
に
伺
っ
て
い
な
い
建
物
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
資
産
に
関
す
る
証
明

書
が
出
せ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
税
務
課
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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荒尾総合文化センター映画鑑賞会（二本立２回上映）
①『俺は、君のためにこそ死ににいく』
②『東京タワー　オカンとボクと、時々、オトン』
■とき　２月24日㈰　■上映時間　● 9：00開場／ 9：30～ 11：
54…① ●12：00開場／ 12：30～ 14：50…② ●15：00開場／
15：30～ 17：54…① ●18：00開場／ 18：30～ 20：50…②

■チケット・１日通し券 （　）内は当日券　ペア券1,800円（前売
のみ）、大人券1,100円（1,300円）、高校生以下券600円（800円）、
シルバー券〔65歳以上〕900円（1,000円）

■問い合せ　荒尾総合文化センター（  66 4111）

町内の常用求人を掲載しておりますので、ご活用ください。
受付番号 職　種 求人数 年　齢 賃　金

43040－ 354081 工場内作業員（派遣） ２人 不問 168,000～ 208,000円
43040－ 345181 介護スタッフ ３人 不問 150,000～ 250,000円
43040－ 327881 溶接工・溶接工見習い（請負） 10人 不問 184,000～ 356,500円
43040－ 325481 溶接工・溶接工見習い（請負） ５人 不問 184,000～ 356,500円
43040－ 322681 溶接工・溶接工見習い（請負） 10人 不問 184,000～ 356,500円
43040－ 314381 製造員 １人 不問 154,700～ 165,500円
43040－ 298881 倉庫内作業 ２人 不問 200,000～ 250,000円
43040－ 279481 溶接工 ３人 不問 154,000～ 192,000円
43040－ 274081 舗装工 ２人 35歳以下 200,000～ 400,000円
43040－ 268681 塗装工 ５人 不問 170,000～ 300,000円
43040－ 260581 溶接工（請負） ４人 59歳以下 175,000～ 211,200円
43040－ 208181 販売員（店長候補） １人 不問 300,000～ 350,000円
43040－ 204481 溶接（請負） ３人 34歳以下 152,000～ 220,000円
43040－ 198581 エンジニアリング（請負） ２人 不問 161,000～ 276,000円
43040－ 156981 自動溶接機オペレター（請負） ３人 不問 176,000～ 264,000円
43040－ 124481 機械設計（派遣） ２人 不問 208,000～ 256,000円
43040－ 86781 場内作業員（派遣）【急募】 ３人 不問 120,750円
43040－ 62881 場内作業（派遣） １人 不問 105,000円
43040－ 7381 薬剤師 １人 不問 270,000～ 320,000円
43040－ 5573371 グループホーム介護職員 １人 不問 133,000～ 163,000円
43040－ 5568471 介護職【急募】 ２人 不問 126,000～ 151,200円
43040－ 5567571 アルミサッシの加工、組立、梱包 ２人 不問 133,408円
☆掲載内容は、ほんの一部です。問い合せの際には、受付番号をお伝えください。このほかにも多数の求人がありますので、お
　早めに玉名公共職業安定所 (  72 ８６０９ )へ問い合せください。掲載内容は１月18日現在ですので、すでに採用済みになっ
　ている場合はご了承ください。
　なお、求人情報の提供については、「ハローワーク　インターネットサービス　全国版」（http://www.hellowork.go.jp）でご覧
　になれます。

荒尾市

平成 20年１月 18日現在
玉名公共職業安定所調べ

（平成19年12月31日受付分まで）

誕生日 出生児 性別 保護者名 行政区
11・29 坂　胡

こ た ろ う

太郎 男 国　洋 向野北

11・30 山室　誠
せ い ご

護 男 秀　昭 上　町

12・３ 植原　妃
ひ よ り

理 女 修　德 折　地

12・５ 田上　陽
ひ な

菜 女 圭　介 建　浜

12・11 福田優
ゆ う り

羽莉 女 卓　哉 向　野

12・12 松元　　鷲
しゅう

男 崇　志 折　地

12・14 福田　聖
き よ ら

良 女 和　幸 清源寺

12・17 古城戸太
た い ち

一 男 賢　治 鷲　巣

12・18 大石　麻
ま ひ ろ

尋 女 浩　正 向野北

12・19 徳永　悠
ゆ う と

人 男 賢　一 腹赤新町

12・20 浦島　　渉
わたる

男 敬一郎 下　東

12・20 坂本　小
こ は る

春 女 一　政 赤　崎

12・25 早野　愛
あ い な

那 女 敬　吾 向野北

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
学
童
保
育
）

の
入
所
を
受
け
付
け
ま
す

平
成
20
年
度

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
仕

事
な
ど
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
保
護

者
が
い
な
い
児
童
を
預
か
り
、
放

課
後
に
指
導
員
が
遊
び
や
生
活
の

世
話
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
お

り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
開
所
日　

月
曜
日
〜
土
曜
日

＊
た
だ
し
、
祝
日
及
び
お
盆（
８
月

14
日
〜
８
月
16
日
）、
年
末
年
始

（
12
月
29
日
〜
翌
年
１
月
３
日
）

は
休
み
と
な
り
ま
す
。

■
開
所
時
間

○
月
曜
日
〜
金
曜
日　

放
課
後
か

ら
午
後
６
時
ま
で

○
土
曜
日
、
春
休
み
・
夏
休
み
・
冬

休
み
期
間
中　

午
前
８
時
〜
午

後
６
時

■
募
集
人
数

 

長
洲
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
35
人
）

清
里
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
10
人
）

六
栄
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
50
人
）

腹
赤
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
35
人
）

■
費　

用　

月
額
３
、
０
０
０
円

（
夏
休
み
は
４
、０
０
０
円
）

■
申
込
方
法　

子
育
て
支
援
課
で

印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
入
所

申
込
み
の
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。（
入
所
申
込
書
は
子
育

て
支
援
課
で
配
布
）

■
申
込
期
限　

２
月
29
日
㈮

※
原
則
と
し
て
小
学
校
１
年
生
か

ら
小
学
校
３
年
生
ま
で
を
対
象

と
し
ま
す
。

※
定
員
に
限
り
が
あ
り
、
入
所
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
せ　

子
育
て
支
援
課（
内

線
１
８
１･

１
８
２
）

募　

集

２
月
リ
サ
イ
ク
ル
体
験

受
講
者
募
集

〜
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ
か

ら
の
お
知
ら
せ
〜

廃
油
キ
ャ
ン
ド
ル
と　

キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー

■
と　

き　

２
月
13
日
㈬　

午
後

１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
講　

師　

職
員

■
持
っ
て
く
る
も
の　

１
・
２
回
使

用
し
た
廃
油
２
５
０
㏄
（
汚
れ
が

ひ
ど
い
も
の
は
不
可
）、
燃
え
残

っ
た
仏
壇
用
な
ど
の
白
い
ろ
う

そ
く（
芯
は
抜
い
て
お
く
）、
１

リ
ッ
ト
ル
牛
乳
パ
ッ
ク
１
本（
開

い
て
い
な
い
も
の
）、
牛
乳
パ
ッ

ク
を
包
め
る
大
き
さ
の
包
装
紙
、

の
り

■
費　

用　

無
料

■
募
集
人
数　

10
人（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
申
込
締
切　

２
月
12
日
㈫

冬
の
帽
子
づ
く
り

■
と　

き　

２
月
20
日
㈬　

午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
講　

師　

土
山
千
代
子
氏

■
持
っ
て
く
る
も
の　

90
㎝
〜

１
１
０
㎝
幅
×
35
㎝
丈
の
一
枚

布（
表
布
用
と
裏
布
用
２
種
類
）、

布
の
色
と
合
わ
せ
た
ミ
シ
ン
糸
、

裁
縫
道
具
、
昼
食

※
過
去
の
帽
子
講
座
で
作
成
し
た

帽
子
と
形
が
異
な
り
ま
す
。
実

物
見
本
は
、
当
プ
ラ
ザ
２
階
に

展
示
し
て
い
ま
す
。

■
費　

用　

材
料
費
２
０
０
円
程

度
■
募
集
人
数　

10
人（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
申
込
締
切　

２
月
15
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

ク
リ

ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ（

 

78 

４

　

４
３
３
）

平
成
20
年
度
訓
練
生
募
集

　

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、

平
成
20
年
度
の
訓
練
生
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

■
訓
練
期
間　

１
年
訓
練（
平
成
20

年
４
月
10
日
㈭
〜
平
成
21
年
３

月
18
日
㈬
）

■
募
集
科
目
・
募
集
人
員

•
電
気
設
備
科（
23
人
）

•
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科（
８
人
）

•
機
械
技
術
科（
20
人
）

•
溶
接
技
術
科（
20
人
）

•
家
屋
営
繕
科（
20
人
）

■
応
募
資
格

　

再
就
職
又
は
転
職
希
望
者
。

※
た
だ
し
、
電
気
設
備
科
・
Ｏ
Ａ
ビ

ジ
ネ
ス
科
は
高
校
卒
業
以
上（
平

成
20
年
３
月
卒
業
見
込
み
者
を

含
む
）ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上

の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

る
者
で
年
齢
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
募
集
締
切　

２
月
20
日
㈬

■
入
校
選
考
日　

３
月
11
日
㈫

■
選
考
方
法　

①
適
性
検
査　

②

面
接　

③
学
科
試
験（
国
語
・
数

学
）【
電
気
設
備
科
、
Ｏ
Ａ
ビ
ジ

ネ
ス
科
の
み
】

■
合
格
発
表
日　

３
月
25
日
㈫

■
受
講
料　

無
料（
た
だ
し
教
科
書

代
な
ど
の
経
費
は
自
己
負
担
）

■
問
い
合
せ　

福
岡
県
大
牟
田
高

等
技
術
専
門
校（

０
９
４
４
・

　

５
４
・
０
３
２
０
）、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
玉
名（

 

72 

８
６
０
９
）

玉東町肥後国西安寺五塔輪群シンポジウム～郷土の歴史がいま明かされる～
　熊本大学名誉教授工藤敬一氏による基調講演「九州における相
良氏のひろがり」、パネルディスカッションや拓本・系図等の展
示もあります。興味のある方は是非ご来場ください。
■とき　３月２日㈰ 午後１時～午後４時　■ところ　玉東町中
央公民館（大研修室）　■問い合せ　社会教育課（  85 3609）

第31回戦国肥後国衆まつり
　鎧兜に身を包んだ総勢60名の武者が会場を
練り歩き、戦国時代末期に和水町で起こった
肥後国衆一揆最後の戦いを再現。その他、迫
力満点の「先陣修羅レース」や地元の味が満喫
できる「楽市・楽座コーナー」、豪華賞品が当たるおたのしみ抽選
会など楽しいイベント盛りだくさん。ぜひお越しください。
■とき　２月10日㈰ 午前９時30分～　■ところ　和水町多目的広場
■問い合せ　和水町三加和総合支所経済課（  0968･34･3111）

和水町

大川市
風浪宮大祭（ふうろうぐうたいさい）
　「おふうろうさんまつり」で親しまれている筑後三大まつりのひとつ。裸

はだかんぎょう

ん行（２月８日の前夜祭）、

稚児行列、流
や ぶ さ め

鏑馬、風
ふうろう

浪勝
しょううん

運太
だいこ

鼓などが行われます。
■とき　２月９日㈯～ 11日㈪　■問い合せ　風浪宮社務所（  0944・87・2154）
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鳴
洲
一
月
句
集

（
順
不
同
）

普
段
着
に
コ
ー
ト
を
は
お
り
小
買
物

竹
下　

誠
子

初
詣
孫
の
財
布
の
小
鈴
鳴
る

西
尾
智
恵
子

片
明
か
り
し
な
が
ら
今
日
の
初
時
雨

西
尾　

俊
子

端
書
き
の
一
言
う
れ
し
賀
状
か
な

羽
田
野
月
子

初
詣
手
で
撫
て
み
る
石
の
牛

廣
田
喜
美
子

新
春
や
俳
句
三
昧
楽
し
ま
ん

古
川　

史
朗

去
年
今
年
頭
痛
抱
え
て
帳
簿
書

福
田　

彰
子

た
く
さ
ん
の
夢
を
つ
め
こ
む
お
年
玉

福
田　

史
恵

初
茜
空
と
海
と
が
溶
け
合
ふ
て

松
野
セ
ツ
代

刈
り
込
み
し
狭
庭
に
春
の
風
通
る

松
野　

空
仁

湯
の
宿
の
一
期
一
会
や
炉
火
赤
し

松
野
千
代
子

初
空
に
時
が
さ
り
ゆ
く
静
か
な
海

松
本　

慶
子

大
鍋
に
三
軒
分
の
雑
煮
か
な

馬
渕　

妙
子

梅
蕾
み
土
鳩
の
声
ひ
び
き
来
る

山
下　

岩
太

賀
状
書
く
思
ひ
年
々
こ
ま
や
か
に

池
原　

倫
子

湯
た
ん
ぽ
が
一
足
先
に
待
つ
寝
床

大
石
伊
津
子

里
山
の
大
樹
を
ゆ
ら
す
初
雀

緒
方　

繁
子

於
母
影
を
文
字
に
重
ね
て
読
む
賀
状

川
本　

竹
野

温
泉
や
初
夢
見
た
と
友
の
声

菊
本　

暁
美

蓋
と
れ
ば
七
草
粥
の
宿
の
膳

木
山　

一
代

初
春
の
光
り
あ
ま
ね
く
海
原
に

塩
山　

輝
士

あ
ら
た
ま
も
膝
の
故
障
で
逃
げ
ら
れ
る

塩
山　

不
志

山
茶
花
の
白
さ
き
が
け
て
誇
り
咲
く

柴
田
せ
つ
子

２月の行事
期　日 内　　　容 場　　所

10日㈰ 郡市対抗熊日駅伝
大会

本渡市～熊本
市

17日㈰

腹赤校区グラウン
ドゴルフ大会

総合スポーツ
センター

六栄校区グラウン
ドゴルフ大会

六栄小学校運
動場

健康一番・・・、笑顔一番・・・、元気一番・・・！！

みんなでつくる・・・　みんなのための・・・　　みんなのクラブ・・・

長洲町総合型地域スポーツクラブ

「 大田黒 浩一　トークショー　！！ 」

＊＊＊平成20年度講座生徒募集のお知らせ＊＊＊
〈大麻文化会館〉

【刺し子教室】
■講師氏名　下川冨士子氏（平成 18年度地域文化功労者文部科
学大臣表彰受章）
■募集生徒数　20人
■講座期間　平成 20年４月～平成 21年３月
　　　　　　月２回【第２・４金曜日】　午前 10時～正午
■講座内容　クッション、テーブルクロス等暮らしの中で楽し
んで使うものを作ります。
■受講料（その他）　月 1,000円（材料費は実費）

【フラワーデザイン＆ホビー教室】
■講師氏名　松髙和子氏（フラワー装飾技能１級・職業訓練指導員）
■募集生徒数　20人
■講座期間　平成 20年４月～平成 21年３月
　　　　　　月２回【第１・３土曜】　午前 10時～正午
■講座内容　季節にあった作品を作ります。
■受講料（その他）　月 1,000円（材料費は実費）

※生徒募集締切日…３月 22日㈯　正午まで。
■申し込み・問い合せ　㈶大麻文化会館「青年婦人会館」
　玉名市繁根木 94－ 11（  73 5811）
　ホームページ　http://www6.ocn.ne.jp/^ooasa/

　2008年度のスポーツ安全保険が３月より加入受付けされます。子ども会や運動クラブなど５人以上の
団体であれば加入できます。万一のケガや賠償責任に備えましょう。
◆保険期間　
　平成 20年４月１日～平成 21年３月 31日（３月中に申込の場合）
◆問い合せ　スポーツ安全協会熊本県支部（  096-213-9015）

スポーツ安全保険に加入しましょう！

１．日　　時　　２月24日㈰　午後１時30分開会 （午後１時開場）
２．場　　所　　ながす未来館　文化ホール
３．入 場 料　　無　料
４．出　　演　　－ ＲＫＫテレビ「週刊山崎くん」、ＲＫＫラジオ「とんでるワイド」で
　　　　　　　　　 お馴染みの －　　　大田黒浩一さん　

　子どもさんから高齢者の皆さんまで町民の皆さんの誰もが加入でき、スポーツ・文化活動をとおして
気軽に健康づくりやコミュニティづくりを楽しむことができる「長洲町総合型地域スポーツクラブ」が
本年６月に活動を開始予定です。
　そこで、設立準備委員会では、多くの皆さんにクラブの内容等を知っていただこうと、クラブ啓発
講演会「大田黒浩一トークショー」を開催することになりました。
　多くの皆さんのご参加をお待ちしています。

クラブの愛称とロゴマーク募集！

　長洲町総合型地域スポーツクラブ設立準備委員会で

は、次のとおり、クラブの愛称とロゴマークを募集し

ます。奮ってご応募ください。

①応募方法
　スポーツセンター及び中央公民館に置いてあ
る応募用紙に、愛称又はロゴマークとそれぞれ
どんなイメージで考えたのかを記入し、持参ま
たは郵送かＦＡＸで応募してください。

②締め切り
　平成 20年３月 31日㈪必着

③表　彰
　応募者には記念品を、又、採用された方は、
設立総会時に表彰します。

【 トークショーの問合せ先 と 愛称・ロゴマークの申込み先 】
   長洲町総合スポーツセンター内（〒 869-0112　長洲町大字姫ヶ浦１番地）  　　

   長洲町総合型地域スポーツクラブ設立準備委員会事務局
   （TEL／ FAX　７８－４７７７）

   長洲町中央公民館（〒 869-0123　長洲町大字長洲 2772番地 2）
   （TEL　７８－００５３　FAX　７８－０３４５）
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日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29

２月の休館日のお知らせ（○印が休館日）

■問い合せ　生涯学習課（  78００５３）・ながす未来館（  69２００５）・長洲町図書館（  69２０６０）

☆ 29日は館内整理日のため図書館のみ
　休館となります。

 

読
書
会

■
と　

き　

２
月
20
日
㈬

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

未
来
館
研
修
室

■
テ
ー
マ　
「
横
山
秀
夫
」

■
主
な
著
書　
「
半
落
ち
」「
顔　

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
」「
出
口
の
な
い
海
」

な
ど

 

お
は
な
し
会

■
と　

き　

２
月
16
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
内　

容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

な
ど

今
月
の
お
は
な
し
会
・
読
書
会

月／日（曜） 催　し　物 問い合せ窓口 開場／開演～終演 入場料

２／ 10㈰
カラオケ和みの感謝の３周年
の発表会
「ゲスト　竹川美子」

カラオケ和み
（  57２８０８）

９：30／ 10：00～ 入場料 500円

２／ 11㈷
アニメ映画フェア
「オズの魔法使い　ほか５本」

富士映画社
（  092・922・2556）

10：00／ 10：30～
入場料 900円
（３才以上）

割引券持参の方は 800円

２／ 14㈭
宝くじ文化公演
宝塚ＯＧによるラテンファンタジー
「ラフィエスタ　ラティーナ」

※右ページをご覧ください

２／ 17㈰ 長洲幼稚園音楽ゆうぎ会
長洲幼稚園

（  78４６８０）
９：00／９：30～ 無　　料

※都合により変更となる場合がありますので主催者にご確認ください。

ながす未来館文化ホール　２月の催し物案内
ながす未来館（　　２００５）69

今
、
義
務
教
育
が
危
な
い
！

日
本
の
教
育
を
考
え
る
10
人
委
員
会
‥
編

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
維
持
を
は

じ
め
、
義
務
教
育
費
に
お
け
る
地
域
格
差
を

生
じ
さ
せ
な
い
こ
と
、
義
務
教
育
に
過
度
の

市
場
原
理
主
義
を
導
入
し
な
い
こ
と
な
ど
、

現
在
の
義
務
教
育
の
問
題
点
を
整
理
し
、
義

務
教
育
の
在
り
方
を
具
体
的
に
提
言
す
る
。

ひ
ざ
・
腰
・
肩
が
ラ
ク
に

な
る
！
か
ん
た
ん
体
操

 
林 
康
史
・
菊
地 

臣
一
・
後
藤 

勝
正
‥
監
修

　

ひ
ざ
痛
、
腰
痛
、
肩
こ
り
が
、
毎
日
３
分
で

こ
ん
な
に
ラ
ク
に
な
る
！
自
分
ひ
と
り
で
簡
単

に
行
え
る
、
ひ
ざ
、
腰
、
肩
の
痛
み
に
効
果
的

な
体
操
を
紹
介
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
生
活
ほ
っ
と
モ
ー

ニ
ン
グ
」の
内
容
を
も
と
に
単
行
本
化
。

黒
髪

谷
村　

志
穂
‥
著

　

１
９
３
０
年
、
高
田
さ
わ
は
函
館
の
ロ
シ
ア

人
家
庭
に
女
中
奉
公
に
出
た
。
そ
し
て
い
つ
し

か
主
人
の
ド
ミ
ト
リ
ー
と
恋
に
落
ち
て
し
ま

う
。
戦
争
と
い
う
激
動
の
時
代
の
中
で
、
国
境

を
越
え
、
恋
に
生
き
た
ひ
と
り
の
女
。
美
し
く

輝
く
愛
を
描
い
た
長
編
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス
。

狼
た
ち
の
月

フ
リ
オ
・
リ
ャ
マ
サ
ー
レ
ス
‥
著

木
村　

榮
一
‥
訳

　
「
ほ
ら
、
月
が
出
て
い
る
だ
ろ
う
。
あ
れ
は
死
者
た

ち
の
太
陽
な
ん
だ
よ
」逃
げ
続
け
る
か
殺
さ
れ
る
か
、

ど
ち
ら
を
選
ぶ
の
か
。
ス
ペ
イ
ン
内
戦
時
代
、
悲
劇

的
な
状
況
の
中
で
過
酷
な
戦
い
を
強
い
ら
れ
た
人
々

の
生
と
死
を
清
冽
な
透
明
感
で
描
く
長
編
小
説
。

ポ
テ
ィ
ラ　

妖
精
と
時
間
泥
棒

コ
ル
ネ
ー
リ
ア
・
フ
ン
ケ
‥
著

浅
見　

昇
吾
‥
訳

　

古
い
森
の
中
に
あ
る
妖
精
の
丘
が

突
然
、
何
者
か
に
襲
わ
れ
た
！
魔
法

の
力
を
失
っ
た
妖
精
の
女
王
ポ
テ
ィ
ラ

が
、
人
間
の
男
の
子
ア
ー
サ
ー
と
共
に

立
ち
上
が
る
冒
険
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。

初
雪
の
ふ
る
日安

房　

直
子
‥
作

こ
み
ね　

ゆ
ら
‥
絵

　

秋
の
終
り
の
寒
い
日
に
、
ど
こ
ま
で
も
つ
づ
く
石
け

り
の
輪
に
飛
び
込
ん
で
い
っ
た
女
の
子
。
石
け
り
を
は

じ
め
て
ふ
と
気
が
つ
く
と
、
前
と
後
ろ
を
た
く
さ
ん
の

白
う
さ
ぎ
た
ち
に
は
さ
ま
れ
て
し
ま
い
…
。
白
う
さ
ぎ

た
ち
に
さ
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
た
女
の
子
の
お
話
。

『
読
書
会
の
開
催
日
を
変
更
し
ま
し
た
!!
』

　

毎
月
第
２
土
曜
日
に
開
催
し
て
い
た
読

書
会
が
、
毎
月
第
３
水
曜
日
に
変
更
に
な

り
ま
し
た
。
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
館
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

『
本
に
落
書
き
し
な
い
で
く
だ
さ
い
』

　

本
に
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
が
ひ
い
て
あ
る
も

の
や
、
お
絵
描
き
を
さ
れ
て
返
っ
て
く
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
落
書
き
が
あ
る
本
は
使
え

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
図
書
館
の
本
は
、

み
ん
な
の
大
事

な
財
産
で
す
。

た
く
さ
ん
の
人

に
読
ん
で
も
ら

え
る
た
め
に
大

切
に
扱
っ
て
く

だ
さ
い
。

▲読書会の様子

ＤＯＹＯ組と共演しました !!

ながす未来館開館10周年記念　宝くじ文化公演　
宝塚歌劇団ＯＧによるラテンファンタジー

『ラフィエスタ　ラティーナ』
公演日　平成20年２月14日㈭
　　　　開場　18:30 ／ 19:00～
出演者　峰さを理、髙汐巴、平みち　他
料　金　前売券（当日券）　　全席指定
　　　　一　般　2,000円（2,500円）
主　催　長洲町・長洲町教育委員会・熊本県・㈶自治総合センター
後　援　ながす未来館自主事業実行委員会

完売しま
した

　１月 13日㈰にながす未来館文化ホールで実施した「ＤＯＹＯ組 in ながす～ながす未来館童謡フェ
スタ Vo.２～」で、ＤＯＹＯ組と長洲小学校の６年生が共演しました。曲目は「翼をください」と「旅
立ちの日に」の２曲。500人を超える来場者の前ですばらしい歌声を披露してくれました。会場に来
られた皆さんにも大きな拍手を送っていただきました！
　長洲小学校６年生の皆さん大変おつかれさまでした !!

傘の忘れ物ありませんか？

　ながす未来館に傘の忘れ物ありませんか？現在、忘れ物
の傘をたくさん預かっています。お心当たりのある方は、
２月15日㈮までに、ながす未来館管理事務室までおこし
ください。

たくさんあります！ ▼

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

▲落書きしないでね！
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〔作り方〕
①大根は、短めに千切りをして軽く塩もみをします。

②大葉も千切りにして、大根と一緒にマヨネーズで混ぜ

合わせておきます。(パセリのミジン切りでもよい)

③パンにスライスチーズと混ぜ合わせた大根をはさみ、

適当な大きさに切ります。

※チーズも細かく切り、大根と一緒にパンで巻いてロー

ルサンドにすると、小さいお子さんも食べやすくなり

ます。

〔材料（２人分）〕
●食パン　　　　  　４枚
（サンドイッチ用）（14枚切り）
●大根　　 　　　　 120ｇ
●塩　　　　　　　　 適量
●大葉　　 　　　　　２枚

●スライスチーズ　　 ２枚
●マヨネーズ　　大さじ1杯

〔1人分の栄養量〕
エネルギー   195kcal

長洲町食生活改善推進員協議会

大
根
サ
ン
ド

広報ながすに写真を掲載しませんか？

～もうすぐ１歳募集～
　広報ながすでは、「もうすぐ１歳」コーナーに掲

載する赤ちゃんの写真を募集しています。希望さ

れる方は、写真とコメントを添えて、まちづくり

課までお申し込みください。

※申し込み多数の場合は、

　掲載ができない場合が

　ありますので、予めご

　了承ください。

■申し込み・問い合せ
　まちづくり課
　（内線 232）

髙本　篤人ちゃん
あつひと

パパ　崇　介さん
ママ　敦　子さん〈腹赤新町〉

　わが家のやんちゃなアイドルあっくんです。毎日、
大好きなお姉ちゃんと遊んでいます。これからも仲
良く遊んでください。

金森　美空ちゃん
み　く

パパ　秀　益さん
ママ　香　織さん〈下　東〉

　いろんな事に興味を持ち元気いっぱいの笑顔で遊んでいます。
最近では２、３歩、歩けるようになり日々の成長を家族みんな
で楽しんでいます。美空ちゃん、素直で優しい子に育ってね。

浜田　佳奈さん 腹赤小１年〈清源寺〉
　好きな科目は図工です。家でも工作をします。こ
の前は犬のぬいぐるみのおうちを作りました。
　将来はパン屋さんになりたいです。

か　な


